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松
元
町
は
薩
摩
半
島
の
基
部
に
位
置
し
て
い
る
。
薩
摩
半
島
の

北
部
に
は
出
水
山
地
が
あ
り
、
中
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
は
金
峰

山
地
が
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
隅
半
島
に
比
べ
て
高
峻
な
連

峰
を
欠
き
、
低
い
丘
陵
台
地
が
連
な
り
、
そ
の
間
、
至
る
と
こ
ろ

に
火
山
が
噴
出
し
、
溶
岩
・
火
山
灰
の
堆
積
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
地
形
は
更
に
浸
食
作
用
を
受
け
て
現
況
を
呈
す
る
に
至
っ
て

い
る
が
、
地
勢
は
概
し
て
北
部
に
高
く
、
南
西
に
低
い
。
松
元
町

は
鹿
児
島
市
と
伊
集
院
町
・
日
吉
町
・
吹
上
町
に
囲
ま
れ
た
内
陸

部
に
あ
り
、
低
い
台
地
状
を
呈
し
、
こ
れ
よ
り
南
方
は
再
び
高
距

を
増
し
て
高
原
状
と
な
る
。
即
ち
こ
の
地
域
は
薩
摩
半
島
の
鞍
部

と
な
っ
て
東
西
交
通
の
要
路
と
な
っ
て
い
る
。 

町
の
東
辺
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
で
、
東
へ
急
傾
斜
を
な
し
て
下

り
、
鹿
児
島
市
と
の
境
界
は
鹿
児
島
湾
側
と
東
支
那
海
側
と
の
分

水
界
を
な
し
、
こ
れ
よ
り
西
方
へ
向
か
っ
て
は
緩
や
か
に
降
下

し
、
末
は
伊
集
院
町
・
日
吉
町
・
吹
上
町
な
ど
を
経
て
東
支
那
海

に
没
す
る
。
町
の
東
南
端
部
は
金
峰
山
地
の
一
角
を
な
し
て
三
〇

〇
㍍
余
の
山
地
帯
を
な
す
が
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
お
お
む
ね
平

坦た
ん

な
台
地
で
畑
作
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
茶
畑
が
卓
越
し
て
い

る
。 

河
川
は
分
水
界
が
東
へ
か
た
よ
っ
て
い
る
た
め
に
、
東
流
す
る

川
は
鹿
児
島
湾
に
注
ぐ
永
田
川
の
み
で
、
他
は
こ
と
ご
と
く
西
流

し
、
町
の
北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
は
神
之
川
の
支
流
の
石
谷
川

・
谷
口
川
、
中
部
か
ら
南
部
へ
か
け
て
は
永
吉
川
及
び
そ
の
支
流

の
永
田
川
・
高
田
川
・
二
俣
川
な
ど
が
、
台
地
を
下
刻
し
て
流
下

し
、
そ
れ
ぞ
れ
狭
長
な
谷
を
形
成
し
、
谷
底
平
地
は
水
稲
耕
作
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。 

先
史
時
代
の
遺
跡
は
、
水
系
と
、
町
東
辺
の
分
水
界(

台
地
か

ら
カ
ル
デ
ラ
壁
へ
の
傾
斜
変
換
線)

に
沿
っ
て
分
布
し
、
と
く
に

永
吉
川
の
支
流
の
永
田
川
流
域
に
多
い
。
立
地
条
件
と
し
て
は
台

地
の
縁
辺
部
や
、
低
地
中
の
微
高
地
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
町
の

果
辺
地
域
や
、
永
吉
川
支
流
の
永
田
川
流
域
に
遺
跡
地
が
か
た

よ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
良
好
な
環
境
条
件
を
備
え

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
一
つ
に
は
調
査
不
充
分
の
た
め
に
、

他
地
域
で
の
遺
跡
発
見
が
遅
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

本
町
で
現
在
知
ら
れ
て
い
る
遺
跡
の
数
は
十
五
カ
所
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
う
ち
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
直
木
東
昌
寺
遺
跡
だ
け
で

あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
に
県
が
行
っ
た
遺
跡
調
査
で
は
、
各
遺
跡

で
採
集
さ
れ
た
遺
物
が
多
少
あ
っ
て
、
当
時
は
小
学
校
や
中
学
校

に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
現
在
は
あ
と
か
た
も
な
い
。
鹿
児
島
市
と

の
境
に
あ
る
西
別
府
町
の
木
ケ
暮
遺
跡
は
一
部
は
松
元
町
へ
延
び

て
お
り
、
松
元
町
の
遺
跡
で
も
あ
る
。
ま
た
吹
上
町
の
黒
川
洞
穴

第
一
章 
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は
松
元
町
に
近
く
、
同
町
の
先
史
時
代
を
語
る
場
合
に
は
ふ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
遺
跡
で
あ
る
。 

 

次
に
町
の
先
史
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
順
序
と
し
て
、
そ

の
背
景
を
な
す
南
九
州
の
様
相
を
述
べ
よ
う
。 

  

人
類
の
歴
史
の
な
か
で
始
め
は
石
器
の
み
を
使
用
し
、
土
器
を

知
ら
な
か
っ
た
期
間
が
長
く
続
い
た
。
こ
の
時
期
を
旧
石
器
時
代

と
よ
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
地
質
時
代
の
洪
積
世
に
該
当
す
る
時
期

で
あ
る
。
日
本
で
は
旧
石
器
時
代
の
存
在
が
久
し
く
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
に
相
沢
忠
洋
が
、
群
馬
県
の
岩
宿

で
関
東
ロ
ー
ム
層
中
に
石
器
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
り
、
現
在
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
各
地
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
数
も
三
千
カ
所
を
越

え
、
県
内
で
も
三
十
七
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

鹿
児
島
県
で
最
初
に
旧
石
器
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
六
日
で
、
川
内
市
楠
元
町
中
馬
立
に
お
い

て
竹
之
隈
静
雄
が
尖
頭
器
（
第
２
図
１
）
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ

る
。
竹
之
隈
は
引
き
続
い
て
同
年
六
月
二
十
日
（
第
２
図
２
）
お

よ
び
七
月
四
日
（
第
２
図
３
）
に
再
度
、
同
遺
跡
で
尖
頭
器
を
発

見
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
は
遺
跡
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で

調
査
を
進
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
。 

第
一
節 

旧
石
器
時
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鹿
児
島
県
下
で
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
た
の
は
、
竹

之
隈
の
尖
頭
器
発
見
後
、
更
に
十
四
年
を
経
た
昭
和
四
十
一
年
で
、

池
水
寛
治
が
行
っ
た
出
水
市
上
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
上
場
及
び
そ
の
周
辺
遺
跡
の
調
査
が
数
次
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
属
す
る
刃
器
文
化
と
細
石
器
文
化

が
層
序
的
に
検
出
さ
れ
、
細
石
器
に
伴
う
住
居
跡
も
発
見
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南
九
州
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
様
相
が
次

第
に
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

県
の
文
化
課
が
行
っ
た
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
調
査
で
は
、
九
州

縦
貫
自
動
車
道
関
係
に
鹿
児
島
市
加
栗
山
・
同
加
治
屋
園
、
溝
辺

町
石
峰
、
栗
野
町
山
崎
・
同
木
場
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
圃
場
整
備

事
業
関
係
で
は
指
宿
市
小
牧
・
同
岩
本
遺
跡
、
バ
イ
パ
ス
関
係
で

は
川
内
市
成
岡
遺
跡
な
ど
が
あ
っ
て
、
分
布
の
広
が
り
と
共
に
内

容
も
次
第
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
後
期
以
前
に

遡
さ
か
の
ぼ

る
も
の
は
な
く
、
竹
之
隈
が
発
見
し
た
尖
頭
器
に
類
す
る
も

の
も
調
査
で
は
出
土
し
て
い
な
い
。
第
３
図
に
上
場
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
刃
器
お
よ
び
細
石
器
の
図
を
掲
げ
る
。
石
器
の
材
質
に
は

付
近
に
産
す
る
黒
曜
石
が
使
わ
れ
て
お
り
、
出
土
の
層
序
は
、
第

二
層
細
石
刃
、
細
石
刃
核
。
第
三
層 

細
石
刃
、
細
石
刃
核
、
ス

ク
レ
ー
パ
ー
、
爪
形
文
土
器
。
第
四
層 

切
出
状
ナ
イ
フ
形
石

器
、
小
形
ナ
イ
フ
形
石
器
、
刃
器
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
エ
ン
ド
・

ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
石
器
、
台
形
石
器
。
第
五

層 

無
遺
物
。
第
六
層 

切
出
状
ナ
イ
フ
形
石
器
、
柳
葉
形
小
形

ナ
イ
フ
、
切
断
技
法
に
よ
る
切
出
状
ナ
イ
フ
、
大
形
台
形
石
器
、

刃
器
、
刃
器
状
剥
片
石
器
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
エ
ン
ド
・
ス
ク

レ
ー
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ー
ル
（
両
刃
石
器
）
と
い
う
様
相

を
示
し
、
石
器
の
形
式
が
層
位
的
に
把
握
さ
れ
た
。 

   

旧
石
器
時
代
の
終
末
期
の
今
か
ら
一
万
年
余
り
前
に
土
器
が
発

明
さ
れ
た
。
南
九
州
で
も
こ
の
よ
う
な
古
い
時
代
の
土
器
が
数
カ

所
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
の
細
石
器
に
伴
い
、
あ
る

い
は
、
一
万
年
余
り
前
の
堆
積
と
さ
れ
る
桜
島
起
源
の
火
山
灰
層

の
下
か
ら
出
土
す
る
こ
と
で
、
そ
の
古
さ
が
判
明
し
て
い
る
。

 

日
本
で
は
土
器
や
石
器
を
使
用
し
、
狩
猟
・
漁
労
で
生
活
し
た

時
代
が
数
千
年
続
い
た
が
、
発
見
の
当
初
、
器
面
に
「
縄
目
」
の

文
様
を
も
つ
土
器
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
土
器
を
「
縄

文
土
器
」
と
よ
び
、
そ
の
文
化
を
縄
文
文
化
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
縄
文
文
化
は
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期

の
六
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
縄
文
文
化
は
全
体
と
し

て
共
通
し
た
性
質
を
も
つ
が
、
一
面
で
は
地
域
的
な
特
徴
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
圏
を
も
っ
て
い
る
。 

 

南
九
州
も
縄
文
文
化
の
な
か
の
、
一
つ
の
地
域
文
化
圏
を
形
成

し
て
い
る
。
草
創
期
に
は
、
紐
貼
付
文
、
隆
帯
文
、
爪
形
文
、
押

第
二
節 

縄
文
時
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圧
縄
文
土
器
な
ど
が
出
土
し
全
国
共
通
の
様
相
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
頃
に
は
す
で
に
石
鏃
が
出
現
し
、
飛
道
具
と
し
て
弓
矢
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

早 

期 

 

早
期
に
な
る
と
地
域
的
特
徴
が
明
瞭
に
現
わ
れ
て
く
る
。
南
九

州
で
は
独
自
の
円
筒
形
平
底
の
貝
殻
施
文
土
器
文
化
の
他
に
、
関

東
中
部
系
の
縄
文
土
器
文
化
や
瀬
戸
内
系
の
押
型
文
土
器
文
化
が

伝
播
し
、
こ
れ
ら
が
併
行
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
状
態
を
呈
す

る
。
や
が
て
各
系
統
の
土
器
文
化
は
互
に
接
触
し
、
影
響
し
合
っ

て
融
合
し
、
一
つ
の
土
器
文
化
が
形
作
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
以
後

が
前
期
で
あ
る
。 

前 

期 

 

前
期
の
代
表
的
な
土
器
に
は
塞
ノ
神
式
土
器
が
あ
る
、
円
筒
形

平
底
の
器
体
に
、
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
た
口
縁
部
を
付
け
、
幾
何
学

的
直
線
文
・
連
点
文
・
縄
文
を
施
し
た
も
の
で
、
こ
の
土
器
は
九

州
の
各
地
で
発
見
さ
れ
、
南
九
州
以
外
の
地
へ
も
伝
播
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。 

 

塞
ノ
神
式
土
器
も
後
半
期
に
な
る
と
、
胴
部
の
張
っ
た
平
底
に

な
り
、
ま
た
ラ
ッ
パ
状
に
開
い
た
口
縁
部
を
省
略
し
て
、
円
筒
形

平
底
の
も
の
も
現
わ
れ
る
。
ま
た
文
様
も
器
形
と
共
に
変
化
し
、

貝
殻
の
縁
部
で
施
文
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
も
の
は
前

者
と
区
別
し
て
塞
ノ
神
Ｂ
式
と
よ
び
、
こ
れ
に
対
応
し
て
前
者
は
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塞
ノ
神
Ａ
式
と
よ
ん
で
い
る
。 

 

塞
ノ
神
Ｂ
式
か
ら
始
ま
っ
た
、
貝
殻
を
施
文
具
と
し
て
使
用
す

る
手
法
は
、
後
続
す
る
轟
式
で
は
更
に
一
歩
進
ん
で
、
文
様
の
み

で
な
く
器
面
調
整
に
ま
で
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
貝
殻
に
よ
る

条
痕
を
有
す
る
こ
と
が
、
轟
式
土
器
の
不
可
欠
の
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。 

〈
轟 

式
〉 

 

轟
式
土
器
は
、
吹
上
町
黒
川
洞
穴
、
志
布
志
町
片
野
洞
穴
・
同

鎌
石
橋
遺
跡
、
吉
田
町
小
山
遺
跡
、
熊
本
県
宇
土
市
轟
貝
塚
な
ど

に
お
い
て
出
土
す
る
一
連
の
貝
殻
条
痕
土
器
（
轟
式
土
器
）
が
示

す
層
序
に
従
っ
て
、
五
つ
の
型
式
に
分
類
さ
れ
る
（
第
６
図
）
。

 

轟
式
の
中
で
最
古
の
型
式
は
、
鎌
石
橋
・
小
山
で
鬼
界
カ
ル
デ

ラ
噴
出
の
ア
カ
ホ
ヤ
層
直
下
か
ら
出
土
す
る
土
器
で
、
器
面
を
内

外
と
も
に
貝
殻
縁
で
調
整
し
た
も
の
で
、
更
に
そ
の
上
に
三
条
内

外
の
貝
縁
条
痕
文
を
格
子
状
に
施
し
た
も
の
（
第
６
図
１
・
２
）

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
轟
Ⅰ
式
と
す
る
。
轟
Ⅰ
式
は
轟
貝
塚
出

土
の
轟
Ａ
式
（
松
本
雅
明
）
、
片
野
洞
穴
出
土
の
片
野
Ⅰ
式
（
河
口

貞
徳)

、
日
木
山
洞
穴
出
土
の
條
跟
文
土
器
（
条
痕
文
）
（
樋
口
清

之
）
に
該
当
す
る
。
轟
Ⅰ
式
に
見
ら
れ
る
格
子
状
条
痕
文
は
塞
ノ

神 
式
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
（
第
５
図
２)

、
両
型
式
の
間
に

継
続
性
の
存
在
を
示
し
、
同
一
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。 

Ｂｄ 
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轟 

式
は
、
Ⅰ
式
に
後
続
す
る
型
式
で
あ
る
。
黒
川
東
洞
穴

で
、
次
に
あ
げ
る
轟 

式
よ
り
下
位
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
土
器
の
内
外
面
を
貝
縁
で
調
整
し
、
更
に
外
面
は
な
で
仕
上

げ
を
施
し
て
い
る
。
深
鉢
形
丸
底
の
器
形
で
、
口
縁
部
に
そ
っ
て

数
条
の
三
角
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
（
第
６
図
４)

。
な
お
轟

Ⅰ
式
と
、
轟 
式
と
の
層
序
関
係
を
示
す
資
料
は
未
発
見
の
た
め

両
者
の
関
係
は
決
定
的
で
は
な
い
。
ま
た
栗
野
町
花
ノ
木
遺
跡
で

は
、
轟 

式
に
類
似
し
た
土
器
が
、
ア
カ
ホ
ヤ
層
よ
り
一
層
隔
て

た
下
層
か
ら
出
土
し
た
例
が
あ
る
。 

 

轟 

式
は
轟
Ⅰ
式
お
よ
び
轟 
式
に
後
続
す
る
型
式
で
あ
る
。

層
序
関
係
は
片
野
・
黒
川
両
洞
穴
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
土

器
の
内
外
面
を
貝
殻
縁
で
調
整
し
、
み
み
ず
ば
れ
状
の
凸
帯
で
器

面
を
飾
る
土
器
で
あ
る
（
第
６
図
５
・
６)

。
轟
式
の
代
表
的
な

型
式
で
、
ほ
と
ん
ど
の
轟
式
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。 

 

轟
Ⅲ
式
は
、
轟 

式
に
後
続
す
る
土
器
で
あ
る
。
片
野
洞
穴
で

は
轟 

式
の
上
位
に
、
鎌
石
橋
遺
跡
で
は
ア
カ
ホ
ヤ
層
の
上
部
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
土
器
の
内
外
面
を
貝
殻
縁
で
調
整
し
、
更
に

同
じ
く
貝
殻
縁
に
よ
る
連
点
文
を
施
し
、
刻
目
凸
帯
を
貼
付
す
る

土
器
（
第
６
図
７
・
８
）
で
あ
る
。 

 

轟
Ⅳ
式
は
、
轟
Ⅲ
式
に
後
続
す
る
土
器
で
あ
る
。
片
野
洞
穴
の

層
序
で
Ⅲ
式
と
の
関
係
が
判
明
し
て
い
る
。
土
器
の
内
外
面
を
貝

殻
縁
で
調
整
し
、
更
に
貝
殻
縁
に
よ
っ
て
、
連
続
し
て
弧
文
を
ジ

グ
ザ
グ
に
施
す
土
器
（
第
６
図
９
～
１１
）
で
あ
る
。
日
木
山
洞
穴

出
土
の
相
交
弧
文
土
器
（
樋
口
清
之)

に
該
当
す
る
。 

 

轟
式
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
た
の
は
、
従
来
轟
式
の
型
式

分
類
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
今
一
つ
は
、
こ
の
時
期
に
鬼

界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
が
あ
っ
て
、
南
九
州
の
縄
文
文
化
が
大
き
な

影
響
を
受
け
た
が
、
そ
の
時
点
は
縄
文
編
年
の
ど
の
時
期
に
当
た

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

〈
ア
カ
ホ
ヤ
層
〉 

 

県
下
に
広
く
見
ら
れ
る
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
が
、
佐
多
岬
の
南
西

方
約
四
〇
キ
ロ
㍍
の
海
底
に
あ
る
巨
大
な
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
（
長
径

二
〇
キ
ロ
㍍
・
硫
黄
島
・
竹
島
は
そ
の
北
縁
）
の
噴
出
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
町
田
洋
・
新
井
房
夫
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
が
爆
発
し
た
の

は
今
か
ら
約
六
千
三
百
年
前
で
、
火
砕
流
（
幸
屋
火
砕
流
）
と
巨

大
な
噴
煙
（
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
）
を
噴
出
し
た
。
ア
カ
ホ
ヤ
火
山

灰
は
琉
球
列
島
中
部
・
朝
鮮
半
島
・
中
部
日
本
に
達
し
、
火
口
に

近
い
薩
摩
・
大
隅
両
半
島
の
中
南
部
は
火
砕
流
に
襲
わ
れ
、
七
〇

〇
度
の
高
温
を
も
つ
ガ
ス
状
の
噴
出
物
に
お
お
わ
れ
た
。
従
っ
て

こ
の
地
域
で
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
が
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

新
東
晃
一
は
、
塞
ノ
神
式
と
轟
式
と
の
間
に
、
前
述
の
ア
カ
ホ

ヤ
が
存
在
す
る
と
考
え
、
塞
ノ
神
式
土
器
文
化
は
ア
カ
ホ
ヤ
に

ⅡＡ 

ⅡＡ

ⅡＡ
ⅡＢ  

ⅡＢ

ⅡＢ 

ⅡＢ 

ⅡＡ 
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よ
っ
て
断
絶
し
、
以
後
の
轟
式
土
器
文
化
は
外
来
の
も
の
で
あ
る

と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
は
誤
り
で
、
事
実
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
。
即
ち
前
述
し
た
通
り
、
鎌
石
橋
遺
跡
で
は
幸
屋
火
砕
流

の
直
下
か
ら
は
轟
Ⅰ
式
が
出
土
し
、
上
層
か
ら
は
轟
Ⅲ
式
が
出
土

す
る
。
小
山
遺
跡
で
は
ア
カ
ホ
ヤ
層
を
挟
ん
で
、
下
層
か
ら
轟
Ⅰ

式
、
上
層
か
ら
轟 
式
が
出
土
し
て
い
る
。
以
上
の
層
序
に
よ
っ

て
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
は
、
塞
ノ
神
式
と
轟
式
と
の
中
間
で
は

な
く
、
轟
Ⅰ
式
と
轟
Ⅱ
式
と
の
中
間
で
あ
る
こ
と
は
明
確
な
事
実

で
、
こ
の
関
係
は
大
分
県
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
大
分
県
史)

。

従
っ
て
、
塞
ノ
神
式
と
轟
式
と
の
間
に
は
文
化
の
断
絶
が
な
い
こ

と
は
、
塞
ノ
神 

式
。
轟
Ⅰ
式
の
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

 

次
に
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
爆
発
が
縄
文
文
化
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。
轟
Ⅰ
式
と
轟 

式
（
轟
Ｂ
式
＝
松
本
雅
明
）

を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
貝
殻
縁
に
よ
る
格
子
状
文
な
ど
を
施
す

の
に
対
し
、
後
者
は
み
み
ず
ば
れ
凸
帯
で
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
共

に
貝
殻
縁
に
よ
る
器
面
調
整
の
手
法
を
有
す
る
近
縁
性
に
富
む
土

器
型
式
で
あ
る
。
両
型
式
は
、
ア
カ
ホ
ヤ
の
影
響
が
少
な
い
と
見

ら
れ
る
熊
本
県
轟
貝
塚
で
は
、
上
下
に
相
接
し
て
出
土
し
、
前
後

に
継
続
す
る
土
器
型
式
と
思
わ
れ
る
。 

 

鹿
児
島
県
内
で
轟
Ⅰ
式
と
轟 

式
と
が
出
土
す
る
遺
跡
を
求
め

る
と
、
吉
田
町
小
山
遺
跡
・
志
布
志
町
片
野
洞
穴
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
ア
カ
ホ
ヤ
の
被
害
が
少
な
く
文
化
が
継
続
し
た
も
の
と
思
わ

ⅡＢ 
Ｂｄ 
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れ
る
。
一
方
、
志
布
志
町
鎌
石
橋
遺
跡
で
は
、
幸
屋
火
砕
流
の
堆

積
層
直
下
に
轟
Ⅰ
式
土
器
が
出
土
す
る
が
、
上
部
か
ら
は
轟 

式

土
器
を
欠
き
、
直
ち
に
轟
Ⅲ
式
を
出
土
す
る
。
こ
れ
は
轟
Ⅰ
式
の

人
々
が
被
害
を
受
け
て
し
ば
ら
く
無
人
化
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 

県
下
に
は
轟
式
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
は
全
域
に
見
ら
れ
、
四

十
カ
所
以
上
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
幸
屋
火
砕
流
に
お
お
わ
れ
た

地
域
に
あ
っ
て
、
調
査
結
果
の
明
ら
か
な
遺
跡
名
を
あ
げ
る
と
吹

上
町
黒
川
洞
穴
、
金
峰
町
の
阿
多
貝
塚
・
同
上
焼
田
貝
塚
、
上
屋

久
町
の
一
湊
遺
跡
、
西
之
表
市
赤
木
遺
跡
、
中
種
子
町
苦
浜
貝
塚

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
阿
多
貝
塚
以
外
は
、
ア
カ
ホ
ヤ

直
後
の
轟 

式
の
時
期
に
で
き
た
遺
跡
で
あ
り
、
阿
多
貝
塚
も
ア

カ
ホ
ヤ
以
前
は
単
な
る
遺
物
包
含
層
で
あ
っ
た
が
、
轟 

式
の
時

期
に
貝
塚
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
幸
屋
火
砕
流
が
大
隅
・
薩
摩
両
半

島
を
襲
っ
た
後
、
再
び
こ
の
地
に
人
類
が
生
息
す
る
よ
う
に
な
る

ま
で
の
期
間
は
、
意
外
に
短
か
く
、
轟
Ⅰ
式
の
終
息
以
後
で
、
轟

 

式
の
継
続
中
で
一
土
器
型
式
の
継
続
期
間
に
も
満
た
な
い
時
間

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
生
活
が
再
開
さ
れ
た
の
は
海
岸
地
帯
で
あ

る
。
こ
の
事
は
海
辺
ほ
ど
環
境
条
件
の
回
復
が
早
か
っ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

幸
屋
火
砕
流
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
た
地
域
の
外
側
で
の
状
況
を

見
る
と
、
吉
田
町
小
山
遺
跡
・
志
布
志
町
片
野
洞
穴
が
こ
の
地
域

に
あ
る
轟
式
の
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
轟
Ⅰ
式
を
下
層
に
、
轟

 

式
を
そ
の
上
層
か
ら
出
土
し
て
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
か
ら
遠
く
離

れ
た
轟
貝
塚
と
同
様
な
層
序
を
示
し
、
ア
カ
ホ
ヤ
に
よ
っ
て
土
器

文
化
が
断
絶
し
た
形
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。 

 

鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
爆
発
が
、
南
九
州
縄
文
文
化
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
時
期
は
轟
Ⅰ
式
の
土
器
文
化
が
行
わ
れ

て
い
た
時
代
で
あ
り
、
噴
火
に
よ
っ
て
生
じ
た
幸
屋
火
砕
流
に
お

お
わ
れ
た
地
域
で
は
、
土
器
文
化
は
中
絶
し
た
。
し
か
し
、
火
砕

流
の
被
覆
範
囲
外
側
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
の
降
下
地
域
で
は
、
土

器
文
化
は
継
続
し
て
行
わ
れ
、
被
災
地
へ
も
轟 

式
・
轟
Ⅲ
式
と

し
て
漸
次
波
及
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
に

よ
っ
て
南
九
州
の
縄
文
文
化
は
断
絶
し
、
外
来
文
化
に
よ
っ
て

と
っ
て
替
わ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
ア
カ
ホ
ヤ
前

後
の
土
器
文
化
は
全
く
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
南
九
州
で
は

そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
貝
塚
が
、
ア
カ
ホ
ヤ
を
機
と
し
て
、

薩
摩
半
島
か
ら
種
子
島
へ
か
け
て
発
生
し
た
。
こ
れ
も
ア
カ
ホ
ヤ

の
影
響
で
あ
ろ
う
。 

 

塞
ノ
神
式
土
器
文
化
の
中
心
は
南
九
州
に
あ
り
、
九
州
全
域
に

分
布
を
広
げ
て
い
る
が
、
続
く
轟
式
土
器
文
化
も
中
九
州
か
ら
南

九
州
へ
か
け
て
文
化
の
中
心
が
あ
り
、
同
じ
く
九
州
全
域
に
分
布

が
見
ら
れ
る
。 

ⅡＢ 

ⅡＢ 
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中 

期 

 

中
期
の
代
表
的
土
器
は
熊
本
県
阿
高
貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式

と
す
る
阿
高
式
土
器
で
あ
る
。
平
底
深
鉢
形
の
器
形
に
、
太
目
の

凹
曲
線
・
渦
文
を
器
面
上
半
に
施
す
も
の
で
、
口
唇
部
に
凸
起
を

有
し
、
刻
目
を
施
す
も
の
も
見
ら
れ
る
。
分
布
は
九
州
全
域
に
広

が
っ
て
い
る
が
遺
跡
数
は
少
な
く
、
完
形
に
復
元
さ
れ
た
も
の
は

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
一
部
の
土
器
の
胎
土
に
滑
石
を
混
ぜ
る

手
法
は
、
前
期
の
曽
畑
式
・
春
日
式
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
中
期
に

も
受
け
継
が
れ
並
木
式
を
経
て
、
阿
高
式
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

 

阿
高
式
土
器
の
分
布
は
県
下
全
域
に
及
ん
で
い
る
が
、
た
だ
薩

南
諸
島
に
は
発
見
例
が
な
い
。
こ
の
土
器
文
化
は
南
島
ま
で
伝
播

し
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
主
要
な
遺
跡
は
県
北
部
に
あ

り
、
出
水
市
出
水
貝
塚
・
横
川
町
中
尾
田
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

 

大
隅
半
島
で
は
地
域
色
の
濃
い
岩
崎
下
層
式
土
器
が
盛
行
し
て

い
る
。
器
形
・
文
様
と
も
に
阿
高
式
に
類
す
る
が
、
や
や
細
目
の

凹
線
を
用
い
て
お
り
、
特
に
目
だ
っ
た
特
徴
は
器
面
調
整
に
貝
殻

縁
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
（
第
８
図
１)

。
胎
土
に
雲
母
を
混

じ
、
底
面
に
網
代
を
印
す
る
も
の
が
あ
る
の
も
阿
高
式
と
異
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

凹
線
文
が
中
期
の
文
様
の
特
色
で
あ
る
が
、
発
生
の
兆
は
す
で

に
前
期
末
の
春
日
式
土
器
に
現
わ
れ
て
い
る
（
第
９
図
１)

。
春

日
式
に
出
現
し
た
細
目
の
凹
線
文
は
、
並
木
式
で
は
浅
く
幅
の
広
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い
曲
線
文
を
呈
し
、
阿
高
式
に
至
っ
て
、
渦
文
・
曲
線
文
に
よ
る

勇
健
な
凹
線
文
が
初
め
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

阿
高
式
以
降
は
、
熊
本
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
北
部
に
あ
っ
て

は
、
文
様
が
単
純
化
し
、
肥
厚
し
た
口
縁
部
に
集
約
施
文
さ
れ
る

南
福
寺
式
と
な
り
、
こ
の
系
統
は
後
期
の
出
水
式
へ
引
き
継
が
れ

る
が
、
一
方
県
南
部
で
は
岩
崎
下
層
式
か
ら
協
和
式
を
経
て
、
後

期
の
岩
崎
上
層
式
へ
移
行
し
、
北
と
南
で
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
発
展
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。 

後 

期 

 

後
期
を
代
表
す
る
土
器
は
、
市
来
町
市
来
貝
塚
出
土
の
土
器
を

標
式
と
す
る
市
来
式
土
器
で
あ
る
。
深
鉢
形
平
底
の
土
器
で
あ
る

が
口
縁
部
は
波
状
を
呈
す
る
も
の
と
、
平
坦
な
も
の
と
が
あ
り
、

底
部
が
上
げ
底
に
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と

供
献
用
の
台
付
皿
形
土
器
（
第
１０
図
２
）
が
表
わ
れ
、
生
活
が
複

雑
に
な
っ
て
来
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
だ
け
豊
か
に
も
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。 

 

文
様
は
貝
殻
縁
を
器
面
に
押
圧
し
て
施
文
し
た
も
の
で
、
そ
れ

に
浅
い
凹
線
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
土
器
を
作
る
際
に
も

器
面
調
整
に
貝
殻
を
使
用
し
、
海
に
縁
の
深
い
文
化
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
文
様
を
施
す
の
は
縄
文
土
器
の
大
き
な
特
色

の
一
つ
で
あ
る
が
、
市
来
式
で
は
文
様
を
施
し
て
な
い
土
器
（
素

文
土
器
）
が
三
〇
㌫
近
く
を
占
め
、
煩
瑣

は

ん
さ

な
制
約
の
多
か
っ
た
と
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思
わ
れ
る
縄
文
社
会
の
中
で
も
、
よ
う
や
く
実
用
に
応
ず
る
生
活

態
度
が
芽
ば
え
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
後
に
現
わ
れ
る
儀
礼
的
な

精
製
土
器
と
実
用
的
な
粗
製
土
器
と
を
分
け
て
土
器
作
り
を
行
う

方
式
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
。 

市
来
式
の
祖
形 

 

市
来
式
は
、
従
来
、
二
並
行
の
沈
線
文
様
を
も
つ
指
宿
十
二
町

下
里
遺
跡
（
橋
牟
礼
川
）
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
指
宿
式
か

ら
派
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
考
え
は
誤
り
で
は
な

い
。
し
か
し
昭
和
五
十
五
年
に
行
わ
れ
た
上
屋
久
町
一
湊
松
山
遺

跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
新
し
く
、
一
型
式
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
松
山
式
（
第
１１
図
２
）
が
、
指
宿
式
と
市
来
式
と
の
間

に
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
松
山
式
は
、
指
宿

式
よ
り
も
志
布
志
町
倉
園
遺
跡
出
土
の
指
宿
式
に
類
す
る
土
器

（
第
１２
図
２
）
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

貝
塚
形
成
と
南
島
へ
の
伝
播 

 

南
九
州
で
は
貝
塚
を
形
成
す
る
遺
跡
は
極
め
て
少
な
く
、
縄
文

前
期
の
轟
式
の
時
期
と
、
後
期
の
市
来
式
の
時
期
と
に
限
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
轟
式
の
時
期
の
貝
塚
形
成
の
原
因
と
し
て

は
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
爆
発
の
影
響
も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
市

来
式
の
場
合
は
、
松
山
式
も
含
め
て
、
現
在
か
ら
四
千
年
ほ
ど
前

に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
池
田
カ
ル
デ
ラ
の
爆
発
や
、
同
じ
頃
の
気
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候
急
変
（
温
暖
・
乾
燥
の
気
候
↓
冷
涼
・
湿
潤
の
気
候
）
の
影
響

が
貝
塚
形
成
の
誘
因
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

 
市
来
貝
塚
・
草
野
貝
塚
は
、
市
来
式
を
主
と
す
る
貝
塚
で
あ
る

が
、
貝
は
も
と
よ
り
、
大
量
の
獣
骨
・
魚
骨
を
出
土
し
、
そ
の
生

産
活
動
の
活
発
さ
を
知
ら
さ
れ
る
が
、
遺
物
に
は
土
器
・
石
器
の

他
骨
角
牙
器
な
ど
を
出
土
し
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
骨
製
の

釣
針
が
両
遺
跡
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
草
野
貝
塚
か
ら
は
軽
石
製
の

鰹
節
型
丸
木
舟
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
来
式
土
器
文

化
の
担に

な

い
手
た
ち
が
海
洋
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
人
々

で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
で
、
一
時
期
前
の
指
宿
式
の
人
々
に
は

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
。 

 

市
来
人
達
は
海
洋
に
出
て
盛
ん
に
漁
労
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
南
に
希
望
を
も
っ
て
次
々
に
南
下
し
て
い
っ

た
。
昭
和
三
十
年
に
行
わ
れ
た
九
学
会
考
古
班
の
大
島
郡
笠
利
町

宇
宿
貝
塚
の
発
掘
に
よ
っ

て
、
同
貝
塚
の
下
層
か
ら
、

宇
宿
下
層
式
と
と
も
に
、

南
島
で
初
め
て
市
来
式
土

器
が
発
見
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
本
土
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
、
市
来
人
達

が
三
千
五
百
年
前
に
海
を
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渡
っ
て
こ
こ
ま
で
来
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
後

の
調
査
は
、
市
来
人
達
は
更
に
南
下
を
続
け
、
瀬
戸
内
町
嘉
徳
遺

跡
、
徳
之
島
の
伊
仙
町
面
縄
第
一
貝
塚
と
次
々
に
足
跡
を
残
し
、

遂
に
沖
縄
県
浦
添
市
の
浦
添
貝
塚
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。 

 

面
縄
第
一
貝
塚
出
土
の
市
来
式
土
器
（
第
１３
図
）
は
本
土
か
ら

持
っ
て
来
た
も
の
で
は
な
く
、
市
来
人
が
現
地
に
住
み
つ
い
て
現

地
の
土
で
焼
い
た
土
器
と
思
わ
れ
る
。
使
用
し
た
土
が
現
地
の
も

の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
市
来
式
の
文
様
の
他
に
奄
美
特
有
の
押

し
引
き
文
が
土
器
片
の
下
端
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
示

し
て
い
る
。
宇
宿
貝
塚
出
土
の
土
器
の
中
に
も
、
純
粋
の
市
来
式

土
器
の
他
に
、
市
来
式
と
奄
美
特
有
の
土
器
と
が
影
響
し
あ
っ
て

出
来
た
土
器
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
市
来
人
達
は
単
に

南
島
を
訪
れ
た
だ
け
で
な
く
、
現
地
に
定
着
し
た
者
も
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

磨
消
縄
文
の
波
及
と
地
域
文
化
と
の
交
替 

 

縄
文
後
期
に
は
、
九
州
地
方
に
瀬
戸
内
地
域
の
磨
消
縄
文
文
化

が
伝
播
す
る
。
伝
播
の
始
ま
り
は
後
期
初
頭
で
あ
り
、
九
州
全
域

に
及
ぶ
が
、
北
部
ほ
ど
波
及
の
程
度
が
密
で
、
南
部
に
至
る
と
粗

に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
南
九
州
に
あ
っ
て
は
、
大
隅
半
島
の
東
南

部
に
お
い
て
は
密
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
ば
ら
つ
き

は
あ
る
も
の
の
一
般
に
粗
で
あ
る
。 

 

中
部
と
南
部
九
州
を
実
例
で
比
較
す
る
と
、
後
期
中
葉
に
、
中

部
九
州
で
は
磨
消
縄
文
で
あ
る
鐘
崎

か
ね
ざ
き

式
（
水
手
洗
Ｂ
式
）
と
地
域

の
土
器
で
あ
る
水
手
洗

み

た

ら

い

Ａ
式
と
が
共
伴
関
係
で
出
土
す
る
が
、
両

者
の
割
合
は
お
よ
そ
等
量
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
南
部
九
州
で
は

鐘
崎
式
と
地
域
の
土
器
で
あ
る
市
来
式
と
が
共
伴
関
係
に
あ
る

が
、
そ
の
割
合
は
極
端
に
跛は

行
的
で
、
鐘
崎
式
の
出
土
量
は
全
体

の
一
㌫
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
南
部
九
州
に
見

ら
れ
る
鐘
崎
式
は
、
ほ
と
ん
ど
他
地
域
で
作
ら
れ
た
も
の
を
移
入

し
た
土
器
で
あ
る
。 

 

鐘
崎
式
は
福
岡
県
玄
海
町
の
上

八

こ
う
じ
ょ
う

貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式

と
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
瀬
戸
内
南
部
か
ら
北
九
州

地
域
を
基
盤
と
し
て
発
生
し
た
土
器
文
化
で
、
瀬
戸
内
的
様
相
を

示
し
、
同
じ
型
式
の
中
に
篦
描
の
渦
文
に
磨
消
縄
文
を
く
わ
え
た

精
製
品
と
、
刷
毛
目
文
の
あ
る
粗
製
品
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
鐘
崎

式
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
中
南
部
九
州
に
お
け
る
鐘
崎
式
の
精
製

品
と
他
の
型
式
土
器(

水
手
洗
Ａ
式
・
市
来
式)

と
が
共
伴
関
係

を
も
っ
て
出
土
す
る
の
と
は
や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
以
上

に
述
べ
た
鐘
崎
式
の
、
九
州
各
地
域
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
も
っ
た
出
土
状
況
は
磨
消
縄
文
文
化
が
九
州
へ
波
及
し
て
行

く
過
程
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。 

 

瀬
戸
内
地
域
で
最
初
に
盛
行
す
る
磨
消
縄
文
の
型
式
は
中
津
式

で
あ
る
。
九
州
で
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
が
、
最
近
（
昭
和
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五
十
九
年
）
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
志
布
志
町
曲
瀬

ま

が

せ

遺
跡
で
は
、

正
式
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
若
干
の
中
津
式
と
、
中
津
式
に
後
続
す
る
福
田 

式
が
多
量

に
出
土
し
、
同
じ
く
志
布
志
町
の
倉
園
Ａ
遺
跡
か
ら
も
、
福
田

式
が
相
当
量
出
土
し
て
い
て
、
こ
の
地
域
に
は
瀬
戸
内
の
磨
消
縄

文
文
化
の
流
入
す
る
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

福
田 

式
に
後
続
す
る
彦
崎 

式
は
出
水
市
出
水
貝
塚
で
の
発

見
が
あ
り
、
こ
の
時
期
（
後
期
中
葉
）
以
降
に
は
瀬
戸
内
の
磨
消

縄
文
文
化
の
移
入
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
こ

の
後
は
、
磨
消
縄
文
文
化
は
鐘
崎
式
の
系
統
を
伝
え
て
西
平
式
・

三
万
田
式
・
御
領
式
と
地
域
的
な
文
化
と
し
て
継
続
し
発
展
し
て

行
く
。
こ
の
過
程
の
な
か
で
磨
消
縄
文
文
化
に
見
ら
れ
る
篦
磨
き

の
技
法
と
、
無
文
化
の
傾
向
が
結
び
つ
い
て
黒
色
研
磨
土
器
が
発

生
し
た
の
で
あ
る
。 

 

南
部
九
州
で
は
、
後
期
は
岩
崎
上
層
式
に
始
ま
り
、
指
宿
式
・

市
来
式
・
草
野
式
と
後
続
す
る
が
、
こ
の
間
に
は
、
磨
消
縄
文
土

器
と
は
共
伴
関
係
を
保
っ
て
行
く
が
、
土
器
の
型
式
に
よ
っ
て
、

磨
消
縄
文
文
化
へ
の
対
応
に
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
指
宿
式
は
順
応
性
が
強
く
、
指
宿
式
の
文
様
の
中
に
、
磨
消

縄
文
、
あ
る
い
は
疑
似
磨
消
縄
文
を
取
り
入
れ
た
土
器
を
製
作
し

た
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
、
市
来
式
は
頑
固
に
地
域

性
を
固
守
し
て
磨
消
縄
文
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
両
者
は
こ
の

面
で
も
対
照
的
で
あ
る
。 

 

市
来
式
に
後
続
す
る
草
野
式
の
時
代
に
な
る
と
、
磨
消
縄
文
文

化
と
の
融
合
の
気
配
を
生
ず
る
が
、
同
時
に
こ
の
時
期
を
最
後
と

し
て
地
域
土
器
文
化
は
終
末
を
つ
げ
、
磨
消
縄
文
文
化
の
系
統
で

あ
る
黒
色
研
磨
土
器
（
御
領
式
）
に
そ
の
地
位
を
譲
り
、
九
州
全

域
が
こ
の
文
化
圏
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

晩 

期 

 

縄
文
晩
期
の
遺
跡
は
、
数
は
多
い
が
実
際
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
の
は
極
く
少
数
の
遺
跡
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
吹

上
町
の
黒
川
洞
穴
遺
跡
は
、
九
州
に
縄
文
晩
期
文
化
の
存
在
す
る

こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
遺
跡
で
、
そ
の
名
は
晩
期
の
型
式

名
と
し
て
流
布
し
て
い
る
。
黒
川
洞
穴
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上

げ
る
の
で
、
晩
期
を
代
表
す
る
文
化
と
し
て
上
加
世
田

う

え

か

せ

だ

式
土
器
及

び
関
連
す
る
文
化
を
見
よ
う
。 

上
加
世
田
式
は
加
世
田
市
上う

え

加

世
田
遺
跡
出
土
の
土
器
を
標
式
と

し
て
名
づ
け
ら
れ
た
型
式
で
、
御

領
式
に
後
続
す
る
晩
期
初
頭
の
土

器
で
あ
る
。
粗
製
土
器
と
精
製
土

器
と
が
あ
る
。
遺
跡
は
加
世
田
市

市
街
地
の
東
、
加
世
田
川
下
流
の

右
岸
の
台
地
に
あ
る
。 

ＫⅠ 

ＫⅡ 

ＫⅡ 

ＫⅡ
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遺
跡
の
中
心
は
、

径
二
〇
㍍
程
の
楕

円
形
窪
地
で
鍋
底

状
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
中
に
埋
葬
址

・
集
石
・
炉
址
・

イ
チ
イ
ガ
シ
の
貯

蔵
穴
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
多
く
の
土
器

・
石
器
・
硬
玉
製

の
勾
玉
・
管
玉
・
臼
玉
、
軽
石
製
岩
偶
・
石
棒
な
ど
の
他
、
南
九

州
唯
一
の
土
偶
も
出
土
し
、
石
器
の
素
材
の
中
に
は
硬
玉
の
破
片
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れ
た
も
の
が
あ
り
、
軽
石
製
石
棒
は
、
集
石
中
に
立
て
ら
れ
て
い

て
呪
術
的
な
性
格
を
濃
厚
に
示
し
て
い
る
。 

 

石
斧
・
石
鏃
な
ど
石
器
類
に
は
、
従
来
の
縄
文
的
な
繁
雑
な
技

法
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
量
は
割

合
に
少
な
く
、
反
面
、
簡
単
な
技
法
で
、
粗
雑
で
は
あ
る
が
、
実

用
的
に
は
優
れ
た
石
器
を
、
し
か
も
大
量
に
生
産
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

 

土
器
生
産
の
面
で
も
儀
礼
的
な
性
格
を
も
つ
精
製
土
器
と
、
実

用
的
な
粗
製
土
器
と
に
分
離
し
て
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
石
器

と
同
様
な
生
産
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
期
以
来
の
実

用
に
応
ず
る
対
応
が
ま
す
ま
す
明
瞭
に
な
り
、
定
着
し
て
来
た
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。 

 

前
に
述
べ
た
楕
円
形
の
窪
地
は
人
工
的
な
も
の
で
、
大
分
県
の

大
石
遺
跡
（
縄
文
晩
期
初
頭
）
で
も
同
様
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
集
会
場
と
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
晩
期
に
は
保
守
的
な
面
を

残
し
な
が
ら
、
実
用
的
進
歩
的
な
面
を
も
っ
た
集
会
が
、
性
器
信

仰
を
軸
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

   

南
九
州
で
は
、
従
来
弥
生
土
器
様
式
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
く
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
東
京
考
古
学

会
か
ら
発
行
さ
れ
た
弥
生
式
土
器
聚
成
図
録
に
お
い
て
、
南
九
州

も
発
見
さ
れ
、
硬
玉

用
の
砥
石
も
出
土
し

て
い
て
、
玉
類
も
原

石
の
移
入
に
よ
る
現

地
生
産
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
相
当

高
い
技
術
を
も
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

獣
形
勾
玉
（
第
16

図
）
と
共
伴
し
た
双

口
土
器
（
第
17
図
）

は
西
日
本
に
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
、
文

様
は
東
北
日
本
の
晩

期
に
近
く
、
新
潟
県

糸
魚
川
付
近
の
硬
玉

産
地
か
ら
硬
玉
原
石

と
共
に
移
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軽
石
製
岩
偶
に
は

甕
形
土
器
に
内
蔵
さ

第
三
節 

弥
生
時
代 
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の
弥
生
土
器
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
五
様
式
に
分
類
し
た
の
が
最
初
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
、
前
記
の
Ｃ
Ｄ

Ｅ
を
一
括
し
た
内
容
の
土
器
に
、
樋
口
清
之
は
「
薩
隅
式
土
器
」

と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
に
寺
師
見
国
は
、
「
鹿
児
島
県
の
弥
生
式
土
器
」
（
考
古
学
雑

誌
第
三
六
巻
第
一
号
）
に
お
い
て
鹿
児
島
県
の
弥
生
式
土
器
を

「
大
隅
式
」
、
「
薩
摩
式
」
、
「
重
弧
文
」
の
三
型
式
に
分
類
し
た
。

大
隅
式
は
聚
成
図
録
の
Ａ
に
、
薩
摩
式
は
Ｃ
Ｄ
Ｅ
に
、
重
弧
文
は

Ｂ
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
も
の
で
、
薩
摩
式
は
樋
口
の
薩
隅
式
に

当
た
り
、
ま
た
後
の
成
川
式
と
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
発
刊
さ
れ
た
「
日
本
考
古
学
講

座
４ 

弥
生
文
化
」
（
河
出
書
房
）
で
は
、
南
九
州
は
弥
生
文
化
の

波
及
が
遅
れ
、
中
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
伝
播
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
後
進
地
域
と
し
て
の
印
象
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭

和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
、
山
川
町
成
川
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
成
川
遺

跡
出
土
の
主
要
土
器
は
、
成
川
式
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
調

査
の
結
果
か
ら
、
時
期
的
に
は
古
墳
時
代
に
属
す
る
も
の
と
す
る

考
察
が
次
第
に
定
着
し
始
め
、
弥
生
土
器
か
ら
除
外
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

 

南
九
州
で
は
、
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ず
、

採
集
品
を
対
象
と
し
た
型
式
分
類
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
各
型
式
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
不
明
で
、
編
年
も
行
え
な

い
状
態
で
戦
後
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
行
わ
れ
た
一
の
宮
遺
跡
の
発

掘
は
、
弥
生
遺
跡
の
調
査
と
し
て
は
最
初
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

以
後
行
わ
れ
た
山
ノ
口
遺
跡
、
高
橋
貝
塚
、
入
来
遺
跡
、
吉
ケ
崎

遺
跡
、
王
子
遺
跡
、
松
木
薗
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

南
九
州
の
弥
生
文
化
は
次
第
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
の
宮
遺
跡 

 

一
の
宮
遺
跡
は
鹿
児
島
市
の
市
街
地
南
端
、
新
川
下
流
の
左
岸

の
微
高
地
に
あ
り
、
現
在
は
一
の
宮
神
社
が
建
っ
て
い
る
。
昭
和

二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
河
口
貞
徳
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

 

二
つ
の
文
化
層
が
発
見
さ
れ
、
上
層
か
ら
は
薩
摩
式
土
器
（
成

川
式)

、
下
層
か
ら
は
住
居
址
群
・
集
石
遺
構
と
そ
れ
に
伴
う
遺

物
が
出
土
し
、
土
器
で
は
遺
跡
名
に
よ
っ
て
命
名
し
た
一
の
宮
式

土
器
（
大
隅
式
の
一
種
）
が
出
土
し
た
。
層
序
に
よ
っ
て
土
器
の

新
旧
を
判
別
で
き
た
南
九
州
最
初
の
弥
生
遺
跡
で
あ
る
。 

 

住
居
址
は
竪
穴
住
居
址
四
カ
所
と
平
地
住
居
址
二
カ
所
が
検
出

さ
れ
た
。
竪
穴
は
方
形
三
基
と
不
正
円
形
一
基
で
、
二
・
五
㍍
間

隔
で
南
北
に
並
び
、
南
端
の
も
の
は
不
正
円
形
で
最
も
大
き
く
径

八
・
五
㍍
あ
り
、
中
央
に
炉
址
を
も
ち
、
こ
れ
を
囲
ん
で
四
カ
所

の
柱
穴
が
あ
る
。
東
側
に
、
幅
一
・
五
㍍
、
長
さ
七
㍍
、
西
側
に
幅

○
・
六
六
㍍
、
長
さ
二
㍍
の
ベ
ッ
ド
状
遺
構
を
有
し
、
北
端
に
は



 

36 

 

幅
一
㍍
の
張
り
出
し
も
設
け
た
特
殊
な
構
造
の
も
の
で
あ
る
。
炉

の
東
側
床
面
に
は
甕
形
土
器
五
個
分
と
軽
石
製
器
台
、
西
側
床
面

に
は
壺
形
土
器
片
一
個
分
、
床
面
か
ら
東
側
ベ
ッ
ド
状
遺
構
へ
か

け
て
は
磨
製
石
鏃
二
、
石
庖
丁
一
、
ノ
ミ
形
石
斧
一
個
が
出
土
し

た
。 

 

こ
の
住
居
址
は
、
南
西
隅
に
あ
っ
た
径
四
・
五
㍍
の
方
形
住
居

址
を
埋
め
て
そ
の
上
に
一
部
重
ね
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
床
面

に
残
さ
れ
た
遺
物
か
ら
見
て
、
弥
生
中
期
後
葉
の
時
期
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。 

 

北
側
二
個
の
住
居
址
は
、
境
界
に
阻
ま
れ
て
完
全
に
掘
り
終

わ
っ
て
い
な
い
。
う
ち
南
側
の
も
の
は
出
土
土
器
か
ら
見
て
中
期

中
葉
に
属
し
、
北
側
の
も
の
は
、
壺
形
土
器
の
頸
部
に
、
瀬
戸
内

に
見
ら
れ
る
凹
線
文
を
め
ぐ
ら
す
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
、
時

期
は
特
定
で
き
な
い
。 

 

住
居
址
群
の
北
西
側
に
は
、
長
さ
二
・
五
㍍
、
幅
一
・
五
㍍
、
高

さ
○
・
五
㍍
の
軽
石
礫
群
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
土
壙
を
設
け
、

焚
火
の
跡
を
残
し
、
床
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
研
磨
さ
れ
た
長
頚
壺

と
、
甕
形
土
器
片
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
集
落
に
付
随
し
た
呪
術

的
遺
構
で
あ
ろ
う
。 
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山
ノ
ロ
遺
跡 

 
山
ノ
口
遺
跡
は
、
一
の
宮
遺
跡
と
同
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後

葉
の
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
。
大
根
占
町
南
端
の
海
岸
に
あ
り
、
昭
和

三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
よ
り
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に

か
け
て
、
河
口
貞
徳
が
三
次
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。 

 

遺
跡
は
弥
生
時
代
中
期
後
葉
に
、
海
岸
砂
浜
に
、
幅
二
〇
㍍
、

長
さ
五
〇
㍍
の
範
囲
に
、
軽
石
礫
を
用
い
た
環
状
配
石
群
を
構
築

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

環
状
配
石
は
、
砂
鉄
採
掘
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
を
加
え

る
と
十
カ
所
を
越
え
て
お
り
、
多
少
の
加
工
を
施
し
た
柱
状
立
石

を
伴
う
も
の
と
、
陰
石
・
陽
石
・
岩
偶
な
ど
を
伴
う
も
の
と
の
二

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
す
べ
て
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。 

 

立
石
を
伴
う
タ
イ
プ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
南
西
端
の
も
の
で

あ
る
。
内
径
三
㍍
の
円
形
環
状
配
石
（
第
２３
図
）
で
、
北
西
側
に
、

幅
三
八
㌢
、
厚
さ
二
六
㌢
、
高
さ
五
四
㌢
の
立
石
を
た
て
、
配
石

を
囲
ん
で
、
壺
形
土
器
と
甕
形
土
器
を
セ
ッ
ト
で
配
置
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
西
側
と
東
側
の
土
器
セ
ッ
ト
は
綺
麗
に
飾
ら
れ
た

も
の
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
磨
製
石
鏃
五
個
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
他
丹
塗
さ
れ
た
軽
石
製
勾
玉
や
、
線
刻
や
凹
穴
を
施
し
た
軽

石
礫
、
裁
断
面
に
無
数
の
罅か

を
生
じ
た
軽
石
礫
な
ど
、
籖
筮
呪
術

に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
用
具
を
配
し
、
所
々
に
焚
火
の
跡
が
見
ら

れ
た
。 

 

陰
石
な
ど
を
伴
う
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
遺
跡
の
北
端
に
近
く
楕

円
形
の
環
状
配
石
が
あ
る
。
長
径
二
・
八
㍍
、
短
径
一
・
六
㍍
の
環

状
配
石
で
、
南
東
端
に
幅
二
四
㌢
、
長
さ
三
四
㌢
、
厚
さ
一
八
㌢

の
軽
石
製
陰
石
を
埋
置
し
、
同
じ
く
軽
石
製
石
蓋
を
か
ぶ
せ
、
更

に
そ
の
上
を
粘
板
岩
の
板
石
で
覆
っ
て
い
る
。
配
石
の
周
辺
に
は

四
個
の
甕
形
土
器
を
配
し
、
そ
の
う
ち
北
端
の
一
個
は
、
北
九
州

か
ら
移
入
し
た
丹
塗
研
磨
の
須
玖
式
甕
形
土
器
で
あ
る
。
こ
の
土

器
は
煮
沸
に
用
い
た
痕
跡
が
な
く
、
壺
と
同
様
に
底
部
近
く
に
穿

孔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
磨
製
石
鏃
・
丹
塗
の
軽
石
礫
・
穿

孔
さ
れ
た
軽
石
な
ど
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
遺
構
で
、
地
元
の
土
器
（
山
ノ
口
式
）
と
北
九
州
の
中
期

後
葉
の
須
玖
式
土
器
と
が
共
伴
し
た
こ
と
は
、
編
年
に
重
要
な
意

義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。 

 

本
遺
跡
で
は
、
遺
物
の
出
土
状
況
に
極
め
て
特
異
な
様
子
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
遺
跡
の
性
格
を
物
語
る
一
つ
の
鍵
と
も
な
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
各
遺
物
が
一
個
体
分
ず
つ
一
点
に
集
中
し

て
出
土
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
通
に
見
ら
れ
る
、
遺
物
の

上
下
の
移
動
や
、
平
面
的
な
移
動
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
遺

跡
が
あ
る
時
点
で
凍
結
し
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
っ
た
も
の
と

表
現
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
自
然
現
象
と
し
て
は
、

火
山
の
爆
発
に
よ
る
火
砕
流
の
襲
来
が
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

第
二
は
、
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
後
、
あ
る
時
点
で
火
山
（
開
聞
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岳
）
の
噴
火
が
あ
り
、
噴
出
し
た
火
山
灰
（
コ
ラ
）
が
遺
物
の
表

面
に
固
着
し
て
い
る
。
こ
の
火
山
灰
は
紫
色
で
粒
子
が
細
か
で
や

や
硬
く
、
層
は
断
続
し
て
い
て
薄
い
。 

 

第
三
は
、
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
、
遺
物
が
地
表
面
に
露

        

呈
し
て
い
た
部
分
と
、
土
に
被
覆
さ
れ
て
い
た
部
分
と
を
比
較
す

る
と
、
磨
耗
の
度
合
に
著
し
い
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
は
遺
物
の
一

部
分
が
地
表
に
露
呈
し
た
状
態
で
長
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。 

 

以
上
の
様
な
状
況
は
、
普
通
の
遺
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
も
の
で
、
こ
の
遺
跡
は
構
築
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
地
表
に

お
い
て
長
期
間
を
経
過
し
、
そ
の
間
、
人
間
や
動
物
な
ど
に
よ
る

毀
損
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
開
聞
岳
の
噴
火
の
頃
を
境
と
し
て
埋

没
し
た
も
の
で
、
遺
跡
形
成
時
の
状
態
を
完
全
に
残
し
た
稀ま

れ

な
例

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
聖
地
と
し
て
の
対
応
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

 

本
遺
跡
を
特
徴
づ
け
る
遺
物
に
、
軽
石
製
陰
陽
石
・
岩
偶
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
遺
跡
の
一
部
に
立
石
の
よ
う
に
立
て

た
も
の
で
、
基
部
は
土
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
地
上
に
露
呈

        

し
て
い
た
部
分
は
風
食
を
受
け
て
い
る
。
従
っ
て
、
弥
生
中
期
中

葉
の
入
来
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
軽
石
製
岩
偶
が
高
さ
一
四
㌢
と
小

さ
い
の
に
対
し
、
本
遺
跡
で
は
、
男
性
岩
偶
は
高
さ
三
〇
・
五
㌢
、

幅
一
七
・
二
㌢
、
厚
さ
八
・
二
㌢
あ
り
、
女
性
岩
偶
の
場
合
も
高
さ

二
六
・
五
㌢
、
幅
一
四
・
三
㌢
、
厚
さ
八
㌢
あ
っ
て
は
る
か
に
大
き

い
。
軽
石
製
石
棒
は
更
に
大
き
く
、
長
さ
三
九
・
五
㌢
、
幅
二
二

㌢
、
厚
さ
一
一
・
五
㌢
で
あ
る
。
砂
鉄
採
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た

た
め
に
、
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
軽
石
礫
の
環
状
配
石
に

沿
っ
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

山
ノ
口
遺
跡
出
土
の
土
器
は
、
一
の
宮
式
土
器
と
並
行
の
時
期

で
中
期
後
葉
に
属
し
、
山
ノ
口
式
と
呼
ば
れ
る
。
南
九
州
で
弥
生
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式
土
器
が
、
一
型
式
の
み
を
セ
ッ
ト
と
し
て
一
括
出
土
し
た
の
は

初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
隅
式
は
一
型
式
以
上
の
も
の

が
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
型
式
と
し
て
成
立
せ
ず
、

以
後
は
こ
の
名
称
の
使
用
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

 

山
ノ
口
遺
跡
の
重
視
す
べ
き
意
義
は
、
南
九
州
の
弥
生
土
器
編

年
に
唯
一
の
基
準
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
陰
石
を
伴

う
環
状
配
石
に
お
い
て
、
山
ノ
口
式
甕
形
土
器
と
北
九
州
か
ら
移

入
し
た
須
玖
式
の
丹
塗
研
磨
さ
れ
た
甕
形
土
器
と
が
共
伴
出
土
し

た
事
実
に
よ
っ
て
、
須
玖
式
土
器
が
北
九
州
で
中
期
後
葉
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
九
州
で
も
同
じ
基
準
に
よ
っ
て

山
ノ
口
式
を
中
期
後
葉
に
位
置
づ
け
、
山
ノ
口
式
を
起
点
と
し
て

南
九
州
弥
生
土
器
の
編
年
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

る
。 

高
橋
貝
塚 

 

高
橋
貝
塚
は
金
峰
町
高
橋
の
吹
上
砂
丘
内
縁
に
あ
っ
て
、
玉
手

神
社
の
境
内
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
・
昭

和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
河
口
貞
徳
ら
が
二
次
に
亙
っ
て
発

掘
調
査
を
行
っ
た
。 

 

弥
生
土
器
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五

一
）
の
福
岡
県
新
宮
町
、
夜
臼

ゆ

う

す

遺
跡
発
掘
以
前
は
、
北
九
州
と
畿

内
と
の
二
元
発
生
説
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
夜
臼
遺
跡
に
続

い
て
福
岡
市
板
付

い
た
づ
け

遺
跡
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
縄
文
晩
期
の
夜
臼
式

土
器
と
共
伴
し
て
、
弥
生
最
古
の
土
器
（
板
付
Ⅰ
式
）
が
発
見
さ

れ
る
に
お
よ
ん
で
、
弥
生
土
器
の
九
州
発
生
説
が
定
着
す
る
に

至
っ
た
。 

 

「
弥
生
最
古
の
土
器
（
板
付
Ⅰ
式
）
は
、
縄
文
式
の
伝
統
を
強

く
も
っ
た
土
器
（
夜
臼
式
）
を
伴
出
し
、
福
岡
県
板
付
遺
跡
を
標

式
と
し
て
、
福
岡
・
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
高
知
の
各
県
に
分
布

し
て
い
る
。
次
の
時
期
に
は
分
布
が
九
州
・
中
国
・
四
国
・
近
畿

に
広
が
り
、
更
に
そ
の
次
の
時
期
に
は
愛
知
県
に
ま
で
達
し
て
い

る
」
（
日
本
考
古
学
辞
典
・
一
九
六
二
年
・
東
京
堂
）
と
あ
っ
て
、

昭
和
三
十
七
年
頃
ま
で
は
、
南
九
州
に
あ
っ
て
は
、
最
古
の
弥
生

土
器
の
分
布
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
昭
和
二
十
七
年
に
発
掘
し
た

東
昌
寺
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
土
器
は
、
前
期
に
は
属
す
る
も

の
の
、
最
古
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

南
九
州
に
弥
生
土
器
文
化
が
伝
播
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
一
時

期
遅
れ
た
第
二
次
の
伝
播
で
あ
っ
た
と
す
る
、
昭
和
三
十
七
年
以

来
の
通
説
を
打
破
し
て
、
福
岡
・
長
崎
・
熊
本
・
宮
崎
・
高
知
の

各
県
と
同
様
に
、
鹿
児
島
県
へ
の
弥
生
土
器
文
化
の
伝
播
は
、
発

生
と
同
時
に
第
一
次
の
伝
播
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
が
、

高
橋
貝
塚
の
発
掘
調
査
で
あ
っ
た
。 

 

高
橋
貝
塚
は
、
板
付
遺
跡
と
全
く
同
様
の
土
器
の
共
伴
関
係
を

示
し
、
縄
文
晩
期
の
夜
臼
式
土
器
と
弥
生
最
古
の
高
橋
Ⅰ
式
（
板

付
Ⅰ
式
該
当
）
土
器
を
共
伴
出
土
し
た
外
、
大
陸
系
・
縄
文
系
の
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石
器
の
組
み
合
せ
も
よ
く
符
合
し
て
い
る
。 

 
こ
の
よ
う
な
板
付
遺
跡
と
の
共
通
性
を
も
つ
反
面
、
貝
塚
で

あ
っ
た
た
め
に
骨
角
牙
器
・
獣
魚
骨
・
貝
な
ど
通
常
の
弥
生
遺
跡

で
は
得
に
く
い
資
料
を
多
く
出
土
し
、
ま
た
最
も
早
い
時
期
に
南

海
産
の
ゴ
ホ
ー
ラ
・
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
貝
を
移
入
し
て
貝
輪
を
作

り
、
鉄
器
を
使
用
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
を
出
土
し
て
い
る
。

 

高
橋
貝
塚
に
は
五
つ
の
遺
物
包
含
層
が
あ
り
、
第
１
層
（
表

層
）
は
撹
乱
層
で
あ
る
が
、
弥
生
中
期
の
土
器
を
主
と
し
、
成
川

式
土
器
、
須
恵
器
、
青
瓷

せ

い

し

な
ど
を
少
量
出
土
し
て
い
る
。 

 

第
２
層
は
弥
生
前
期
土
器 

 

第
３
・
４
・
５
層
は
弥
生
前
期
土
器
、
夜
臼
式
土
器
が
出
土
し

て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
土
器
は
縄
文
土
器
と
弥
生
土
器
に
分
か
れ
、
弥
生
土

器
は
更
に
四
様
式
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

⑴ 

縄
文
系
統
土
器 

 

主
体
は
夜
臼
式
土
器
で
あ
る
が
、
少
量
の
夜
臼
式
に
属
し
な
い

も
の
を
含
む
。 

 

⑵ 

弥
生
土
器 

 

貝
層
よ
り
出
土
す
る
土
器
は
前
期
に
属
し
、
こ
れ
を
層
序
に

従
っ
て
下
層
よ
り
出
土
す
る
も
の
を
高
橋
Ⅰ
式
土
器
（
板
付
Ⅰ
式

に
該
当
）
と
し
、
上
層
よ
り
出
土
す
る
も
の
を
高
橋
Ⅱ
式
土
器

（
板
付
Ⅱ
式
に
該
当
）
と
す
る
（
第
２６
・
２７
図)

。 

 

表
層
よ
り
出
土
す
る
弥
生
土
器
は
中
期
に
属
す
る
が
、
こ
の
う

ち
前
葉
と
思
わ
れ
る
も
の
を
高
橋
Ⅲ
式
と
し
、
後
葉
と
思
わ
れ
る

も
の
を
高
橋
Ⅳ
式
と
し
た
（
第
２６
・
２７
図)

。
高
橋
Ⅳ
式
は
移
入

さ
れ
た
も
の
で
須
玖
式
土
器
で
、
数
量
も
少
な
い
。 

 

高
橋
貝
塚
で
は
明
瞭
な
層
序
を
も
っ
て
、
前
期
土
器
が
出
土

し
、
こ
の
層
序
に
よ
っ
て
高
橋
Ⅰ
式
・
Ⅱ
式
が
分
類
さ
れ
た
。
高

橋
Ⅰ
式
は
、
縄
文
晩
期
終
末
と
さ
れ
る
夜
臼
式
と
の
共
伴
関
係
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
古
の
弥
生
土
器
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
南
九
州
に
お
け
る
弥
生
土
器
の
発
生
は
、
北
九

州
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
差
異
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。 

入
来
遺
跡 

 

入
来
遺
跡
は
吹
上
町
入
来
に
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六

九
）
・
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
・
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

に
河
口
貞
徳
ら
が
発
掘
調
査
を
行
い
、
弥
生
中
期
前
葉
の
Ⅴ
字

溝
、
Ｕ
字
溝
、
貯
蔵
穴
、
支
石
墓
と
、
成
川
式
終
末
期
の
住
居
址

群
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

山
ノ
口
遺
跡
・
高
橋
貝
塚
の
調
査
に
よ
っ
て
、
南
九
州
の
弥
生

中
期
後
葉
と
前
期
の
様
相
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
中
期
前
葉
に

つ
い
て
は
、
高
橋
貝
塚
か
ら
若
干
の
資
料
は
得
ら
れ
た
も
の
の
、

撹
乱
層
か
ら
の
出
土
で
あ
っ
た
た
め
に
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。 

 

入
来
遺
跡
は
こ
の
空
白
部
分
を
充
填
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
入
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来
遺
跡
出
土
の
土
器
は
「
入
来
式
」
と
命
名
さ
れ
、
中
期
初
頭
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
土
器
は
、
前
期
の
壺
形
土
器
に
見
ら
れ

る
頸
部
と
胴
部
の
境
の
沈
線
と
同
趣
の
も
の
を
、
壺
形
土
器
の
頸

と
胴
部
の
境
と
、
甕
形
土
器
の
口
縁
下
に
施
し
た
も
の
で
、
こ
の

他
に
甕
形
土
器
に
は
、
縄
文
式
の
影
響
で
あ
る
刻
目
凸
帯
を
め
ぐ

ら
す
も
の
も
あ
る
。
こ
の
型
式
は
北
九
州
と
の
関
連
が
強
く
、
福

岡
県
亀
ノ
甲
遺
跡
、
熊
本
県
西
原
遺
跡
に
類
形
が
見
ら
れ
る
が
、

入
来
遺
跡
で
は
甕
形
土
器
の
底
部
が
肥
厚
し
て
脚
台
と
な
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
甕
形
土
器
の
器
形
は
高
橋
Ⅲ
式
な
ど

を
経
て
山
ノ
口
式
、
一
の
宮
式
な
ど
へ
伝
わ
り
広
く
南
九
州
に
分

布
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
第
２８
図)

。 

松
木
薗
遺
跡 

 

松
木
薗
は
金
峰
町
尾
下

お
く
だ
り

字
松
木
薗
に
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
以
降
、
本
田
道
輝
が
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

 

従
来
は
成
川
式
土
器
が
、
弥
生
後
期
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
が
、

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
成
川
式
は
古
墳
時
代
に
下
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
た
め
に
、
南
九
州
の
弥
生
後
期
に
該
当
す
る
土

器
文
化
は
、
中
津
野
式
の
み
と
な
り
、
中
期
の
山
ノ
口
式
と
後
期

末
の
中
津
野
式
と
の
間
に
継
続
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
後
期
の
前
葉

か
ら
中
葉
へ
か
け
て
散
発
的
な
資
料
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
ま
と

ま
っ
た
資
料
を
出
土
す
る
遺
跡
の
発
見
が
な
か
っ
た
。 

 

松
木
薗
遺
跡
は
丁
度
、
こ
の
空
白
部
分
を
充
填
す
る
の
に
適
当
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な
土
器
を
、
一
括
し
て
出
土
し
た
の
で
あ
る
。 

 
松
木
薗
遺
跡
の
Ⅴ
字
溝
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
二
つ
の
様
式

に
分
け
ら
れ
、
そ
の
一
つ
は
南
九
州
弥
生
土
器
集
成
Ⅱ
の
第
Ⅵ
様

式
（
後
期
前
葉
）
で
、
他
の
一
つ
は
第
Ⅶ
様
式
（
後
期
中
葉
）
で

あ
る
。 

 

第
Ⅵ
様
式
は
山
ノ
口
式
よ
り
の
移
行
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

壺
形
土
器
は
小
さ
な
平
底
を
有
し
、
頸
部
と
胴
部
に
三
角
凸
帯
を

め
ぐ
ら
す
も
の
、
胴
部
の
み
に
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
一
部
の
凸
帯
に

刻
目
を
施
す
も
の
な
ど
が
あ
る
。
口
縁
部
で
は
、
山
ノ
口
式
の
特

徴
で
あ
る
端
部
が
屈
曲
し
て
外
へ
傾
斜
す
る
形
が
消
失
し
て
、
単

に
外
反
す
る
だ
け
に
な
る
が
、
一
部
に
は
口
縁
部
が
二
ま
た
に
分

か
れ
る
特
徴
を
、
そ
の
ま
ま
残
す
も
の
も
あ
る
。
甕
形
土
器
は
中

空
の
上
げ
底
器
台
と
な
る
が
、
わ
り
に
低
い
。
口
縁
内
面
に
稜
線

を
有
し
、
外
反
し
て
広
い
平
坦
面
を
形
成
す
る
。 

 

第
Ⅶ
様
式
土
器
に
あ
っ
て
は
、
壺
形
土
器
は
な
お
小
さ
な
平
底

で
あ
る
が
、
胴
部
に
一
―
二
条
の
三
角
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
口
縁

部
は
外
反
す
る
。
甕
形
土
器
は
中
空
の
上
げ
底
器
台
が
定
形
化

し
、
口
縁
部
内
側
に
は
稜
線
を
形
成
し
て
外
反
す
る
。 

中
津
野
遺
跡 

 

中
津
野
遺
跡
は
金
峰
町
に
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

〇
）
に
河
口
貞
徳
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
二
段
に
掘
り
込
ま
れ

た
竪
穴
が
発
見
さ
れ
、
中
央
の
凹
所
か
ら
、
壺
・
甕
・
蓋
・
高
坏

・
手
捏
小
形
土
器
な
ど
の
完
形
土
器
が
四
十
個
以
上
出
土
し
た
。

 

本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
一
様
式
に
属
し
、
南
九
州
弥

生
式
土
器
集
成
Ⅱ
の
第
Ⅷ
様
式
（
後
期
後
葉
）
に
当
た
る
。
壺
形

土
器
は
丸
底
と
な
り
、
胴
部
に
刻
目
凸
帯
を
一
条
め
ぐ
ら
す
も
の

と
、
凸
帯
の
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
甕
形
土
器
は
中
空
の
器
台
を

つ
け
、
口
縁
部
外
反
の
角
度
は
弱
く
な
る
が
、
な
お
口
縁
部
内
面

の
稜
線
は
残
る
。
甕
お
よ
び
壺
用
の
浅
い
蓋
形
土
器
が
見
ら
れ

る
。 

吉
ケ
崎
遺
跡 

 

吉
ケ
崎
遺
跡
は
串
良
町
に
あ
る
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七

七
）
鹿
児
島
県
文
化
課
が
確
認
調
査
を
行
っ
た
。
火
災
に
あ
っ
た

竪
穴
住
居
址
か
ら
、
一
括
遺
物
が
出
土
し
た
。
中
期
中
葉
に
属

し
、
南
九
州
弥
生
土
器
集
成
Ⅰ
の
第
Ⅳ
様
式
に
当
た
る
。
な
お
第

Ⅳ
様
式
の
図
に
は
吉
ケ
崎
出
土
土
器
の
他
に
、
同
じ
時
期
と
思
わ

れ
る
山
ノ
口
・
入
来
の
両
遺
跡
の
土
器
も
加
え
て
あ
る
。 

 

第
Ⅳ
様
式
の
時
期
は
、
地
域
的
な
特
徴
が
定
着
す
る
と
同
時

に
、
移
入
土
器
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
共
伴
す
る
よ
う
に
な
る
。

壺
形
土
器
で
は
２３
・
２４
は
地
域
的
特
色
の
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
も
の

で
、
２９
・
３０
は
北
九
州
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
３１
は
一
の
宮
式
の

先
行
型
式
で
薩
摩
半
島
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
甕
形
土
器

は
、
充
実
し
た
器
台
を
有
す
る
こ
と
は
、
前
様
式
と
同
様
で
あ
る

が
、
底
部
は
平
坦
で
上
げ
底
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
口
縁
部
は
逆
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Ｌ
字
状
を
呈
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

南
九
州
弥
生
土
器
集
成
は
、
以
上
に
挙
げ
た
各
遺
跡
出
土
の
土

器
を
資
料
と
し
て
、
南
九
州
に
お
け
る
弥
生
土
器
文
化
の
編
年
を

行
っ
た
も
の
で
、
八
つ
の
様
式
に
分
類
し
た
。
第
Ⅰ
・
Ⅱ
様
式
は

弥
生
前
期
、
第
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
様
式
は
弥
生
中
期
、
第
Ⅵ
・
Ⅶ
・
Ⅷ

様
式
は
弥
生
後
期
に
該
当
す
る
。 

   

畿
内
に
発
生
し
た
古
墳
文
化
が
南
九
州
に
伝
播
し
た
の
は
、
五

世
紀
の
中
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
畿
内
型
古
墳
の
分
布
は
、
東
側
の

大
隅
半
島
の
志
布
志
湾
沿
岸
と
肝
付
川
流
域
及
び
、
西
側
で
は
長

島
と
阿
久
根
市
の
脇
本
に
限
ら
れ
て
い
る
。 

 

南
九
州
で
は
、
こ
れ
ら
の
畿
内
型
古
墳
の
他
に
、
地
域
的
特
色

の
強
い
地
下
式
横
穴
・
地
下
式
板
石
積
石
室
・
立
石
墓
な
ど
の
葬

制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。 

 

県
内
で
主
要
な
古
墳
地
帯
と
な
っ
て
い
る
大
隅
地
域
を
見
る

と
、
志
布
志
湾
沿
岸
で
は
、
北
端
の
ダ
グ
リ
岬
に
、
自
然
の
地
形

を
利
用
し
た
古
い
形
の
飯
盛
山
古
墳
（
現
在
は
国
民
宿
舎
敷
地
）

が
あ
る
。
全
長
八
〇
㍍
、
表
面
に
葺
石
が
あ
り
、
後
円
部
に
は
竪

穴
石
室
が
あ
っ
た
。
ガ
ラ
ス
製
の
勾
玉
・
丸
玉
と
壺
形
埴
輪
が
採

集
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
五
世
紀
中
葉
と
推
定
さ
れ
、
本
県
で
最

も
古
い
古
墳
で
あ
る
。 

第
四
節 

古
墳
時
代 
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肝
属
平
野
の
中
央
を
流
れ
る
菱
田
川
流
域
に
は
、
有
明
町
野
神

（
山
神
ノ
上
）
・
原
田
（
大
塚
Ａ
）
の
古
墳
群
と
蓬
原
の
地
下
式

横
穴
群
が
あ
り
、
そ
の
南
の
田
原
川
の
流
域
に
は
、
大
崎
町
飯
隈

・
神
領
・
竜
相
・
横
瀬
な
ど
の
古
墳
群
が
南
北
に
な
ら
び
、
そ
の

西
南
方
に
は
鷲
塚
地
下
式
横
穴
群
が
見
ら
れ
る
。 

 

横
瀬
の
前
方
後
円
墳
は
全
長
一
三
一
㍍
、
高
さ
一
五
㍍
、
昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
県
文
化
課
が
行
っ
た
調
査
に
よ
っ

て
、
幅
一
〇
～
二
三
㍍
の
周
湟
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
後
円
部
に
は
竪
穴
石
室
が
あ
る
。
円
筒
形
埴
輪
・
象
形
埴

輪
・
楯
形
埴
輪
片
・
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
水
田
面
か
ら
崛

起
し
て
形
が
優
美
で
本
県
随
一
の
美
し
い
古
墳
で
あ
る
。
昭
和
十

八
年
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
五
世
紀
末
の
築
造
で
あ
る
。

 

神
領
天
子
丘
古
墳
は
全
長
四
〇
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部

に
箱
式
石
棺
が
あ
る
。
副
葬
品
と
し
て
石
棺
内
に
日
光
鏡
と
獸
帯

鏡
が
各
一
面
、
棺
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
剣
と
刀
が
出
土
し
て
い

る
。
日
光
鏡
は
「
見
日
之
光
長
母
相
忘
」
の
銘
が
あ
り
、
前
漢
～

後
漢
初
の
様
式
で
あ
る
が
、
宋
代
の
再
版
鏡
と
さ
れ
て
い
る
。

 

五
世
紀
末
の
築
造
で
あ
ろ
う
。 

 

肝
付
川
流
域
に
は
、
東
串
良
町
に
、
北
よ
り
大
塚
原
古
墳
群

（
一
〇
基
、
内
一
基
は
地
下
式
横
穴
）
、
岡
崎
古
墳
群
（
一
五
基
）
、

上
小
原
古
墳
群
（
一
五
基
、
内
一
基
は
前
方
後
円
墳)

、
な
ど
が
あ

り
、
河
口
に
近
い
唐
仁
古
墳
群
は
総
数
一
二
四
基
（
内
六
基
は
前

方
後
円
墳
、
指
定
時
は
総
数
一
三
二
基)

、
う
ち
一
号
の
大
塚
は

本
県
最
大
の
柄
鏡
式
前
方
後
円
墳
で
、
全
長
二
三
〇
㍍
、
高
さ
一

〇
・
九
㍍
、
後
円
部
は
周
湟
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
後
円
部
は
削

平
し
て
大
塚
神
社
を
建
て
、
渡
り
廊
下
の
下
に
竪
穴
石
室
の
蓋
石

五
個
が
露
出
し
て
い
る
。
石
室
内
に
は
長
持
形
石
棺
が
納
め
ら

れ
、
そ
の
端
に
近
く
短
甲
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

他
に
拝
殿
の
下
に
組
合
せ
石
棺
が
露
出
し
、
石
蓋
は
除
か
れ
、
内

部
に
石
枕
が
残
存
し
て
い
る
。
凝
灰
岩
製
の
、
上
面
に
く
ぼ
み
を

つ
け
た
の
み
の
粗
末
な
も
の
で
あ
る
。
西
日
本
に
多
く
、
後
期
ま

で
続
く
型
式
で
あ
る
。
渡
り
廊
下
の
下
の
長
持
形
石
棺
は
古
い
型

式
で
あ
り
、
短
甲
を
伴
っ
て
い
る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
五
世
紀

後
半
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
拝
殿
下
の
組
合
せ
石
棺
は
や

や
時
代
が
下
り
、
後
の
寄
生
墳
で
あ
ろ
う
。
唐
仁
古
墳
群
は
昭
和

九
年
に
、
文
化
財
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
た
。 

 

肝
属
平
野
の
南
縁
に
は
、
高
山
町
の
塚
崎
古
墳
群
四
四
基
（
内

前
方
後
円
墳
四
基
）
が
あ
る
。
昭
和
二
十
年
に
国
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
こ
の
付
近
に
は
辺
塚
古
墳
群
一
五
基
（
内
地
下
式
横
穴

三
基)

、
宮
ノ
上
古
墳
群
（
地
下
式
横
穴
五
基)

、
辻
古
墳
群
（
七

基)
、
軍
原
古
墳
群
（
一
〇
基)

、
上
西
方
古
墳
群
（
五
基)

、
西
横

間
古
墳
群
（
八
基)

、
丸
岡
古
墳
群
（
七
基)

、
北
後
田
古
墳
群

（
四
基
）
な
ど
の
小
古
墳
群
が
密
集
し
、
そ
の
間
に
地
下
式
横
穴

も
ま
ざ
っ
て
一
大
古
墳
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。 
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西
側
の
古
墳
分
布
は
大
隅
地
域
ほ
ど
濃
密
で
は
な
い
が
、
阿
久

根
市
脇
本
古
墳
群
で
は
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
高
塚
古
墳
二
基
の

他
、
地
下
式
板
石
室
一
基
、
組
合
石
棺
三
基
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。 

 

長
島
の
古
墳
は
封
土
の
か
わ
り
に
礫
を
盛
っ
た
積
石
塚
で
あ

る
。
東
岸
の
加
世
堂
古
墳
な
ど
一
、
二
を
除
け
ば
、
大
半
は
西
海

岸
に
集
中
し
て
い
る
。
西
岸
で
は
北
よ
り
温
之
浦

ぬ
く
の
う
ら

古
墳
群
、

明
神
下
岡

み
ょ
う
じ
ん
し
も
お
か

古
墳
群
、
明
神

み
ょ
う
じ
ん

古
墳
群
、
白
金
崎
・
鬼
塚
・
楽
之
平

古
墳
、
小
浜
崎
１
・
２
号
墳
、
指
江

さ

す

え

古
墳
群
な
ど
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
指
江
古
墳
群
と
明
神
古
墳
群
は
同
一
型
式
で
、
礫
浜
に
竪
穴

石
室
を
設
け
た
も
の
で
、
封
土
状
に
礫
を
盛
っ
て
い
る
。
明
神
下

岡
古
墳
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、

組
合
せ
石
室
に
蓋
石
を
か
ぶ
せ
、
更
に
そ
の
上
を
板
石
で
葺
い
た

も
の
で
あ
る
。
二
六
号
墳
で
は
葺
石
と
蓋
石
の
間
か
ら
弥
生
中
期

の
山
ノ
口
式
土
器
、
石
室
内
か
ら
も
数
片
の
弥
生
土
器
片
を
出
土

し
て
い
る
。
地
下
式
板
石
積
石
室
系
統
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
極

め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
遺
跡
で
あ
る
。 

 

小
浜
崎
に
あ
る
小
浜
崎
１
・
２
号
墳
、
白
金
崎
・
鬼
塚
古
墳
は

一
連
の
も
の
で
、
小
浜
崎
１
号
墳
は
小
口
積
の
竪
穴
石
室
、
２
号

墳
は
石
棺
系
の
石
室
を
有
し
、
白
金
崎
・
鬼
塚
の
両
古
墳
は
横
穴

式
石
室
を
も
つ
積
石
塚
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
白
金
崎
古
墳
は
副
葬

品
が
多
く
、
須
恵
器
・
鉄
鏃
２
・
刀
子
１
・
金
祖
２
・
金
銅
製
刀

装
具
残
片
・
金
銅
製
責
金
具
２
・
金
環
１１
・
銀
環
１
・
勾
玉
７
・

管
玉
４
・
束
玉
２
・
切
子
玉
８
・
そ
ろ
ば
ん
玉
７
・
小
玉
94
・
丸

玉
２
が
出
土
し
て
い
る
（
盗
掘
後
の
残
存
遺
物
、
こ
れ
ら
の
副
葬
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品
は
黎
明
館
に
陳
列)

。
金
銅
製
刀
装
具
は
儀
式
刀
の
残
片
で
あ

り
、
畿
内
勢
力
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
古
墳
の
性
格
を
推
定

す
る
た
め
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

温
之
浦
古
墳
群
は
五
基
発
見
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
横
穴
石

室
を
有
す
る
積
石
塚
で
あ
る
。 

地
下
式
横
穴 

 

地
下
式
横
穴
は
、
宮
崎
県
中
南
部
よ
り
、
鹿
児
島
県
北
東
お
よ
び

南
東
部
へ
か
け
て
分
布
す
る
、
独
特
の
古
墳
時
代
埋
葬
で
あ
る
。

地
表
か
ら
二
～
三
㍍
の
竪
壙
を
掘
り
、
横
に
掘
り
進
ん
で
、
羨
道

せ
ん
ど
う

と
玄
室
を
設
け
る
も
の
で
、
玄
室
の
形
と
羨
道
の
位
置
に
よ
っ

て
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
Ⅰ
は
、
玄
室
の
平
面
形
が
長
方
形

で
、
天
井
部
が
寄
棟
、
あ
る
い
は
切
妻
の
屋
根
形
を
つ
く
る
も
の

で
、
羨
道
が
玄
室
の
短
片
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち

妻
入
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅱ
は
玄
室
の
平
面
形
が
楕
円
形
で
、

天
井
部
は
ド
ー
ム
状
の
屋
根
形
を
つ
く
り
、
羨
道
が
長
辺
に
取
り

つ
け
ら
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
平
入
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅰ
は

古
い
型
式
で
あ
り
、
Ⅱ
は
新
し
く
、
両
者
の
中
間
形
態
を
示
す
も

の
も
あ
る
。 

 

玄
室
に
は
粘
土
床
、
礫
床
な
ど
が
あ
り
、
肝
属
平
野
で
は
、
Ⅰ

の
タ
イ
プ
に
軽
石
製
組
合
わ
せ
石
棺
（
第
３４
図
）
を
納
入
し
た
も

の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
羨
道
の
入
口
は
、
礫
・
粘
土
塊
・
板
・
板

石
な
ど
を
用
い
て
閉
塞
し
、
竪
壙
は
土
を
埋
め
て
、
地
表
に
は
標

識
を
残
さ
な
い
も

の
が
多
い
。
し
か

し
古
式
で
規
模
の

大
き
い
も
の
に
は

封
土
を
有
す
る
も

の
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
、
円
墳
と
な

っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
前
に
あ

げ
た
二
種
類
の
型

式
の
外
に
、
内
陸

部
の
大
口
盆
地
で

は
、
ま
れ
に
玄
室

が
失
わ
れ
て
、
竪

墳
に
直
接
埋
葬
し

た
も
の
が
見
ら
れ

る
が
、
最
も
時
代

の
下
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
下
式
横
穴

は
、
平
野
に
接
す

る
眺
望
の
よ
い
台
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地
に
立
地
し
、
群
集
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
時
代
が
下

る
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
が
強
い
。
宮
崎
県
で
は
一
ツ
瀬
川
以
南
に
分

布
し
、
多
く
は
高
塚
古
墳
群
と
共
存
す
る
が
、
西
諸
県
郡
・
都
城

盆
地
な
ど
の
内
陸
部
で
は
、
ほ
と
ん
ど
単
独
に
分
布
し
、
総
数
約

四
〇
〇
基
を
数
え
る
。 

 

鹿
児
島
県
で
は
、
志
布
志
湾
沿
岸
の
高
塚
古
墳
地
帯
に
共
存
す
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る
ほ
か
、
内
陸
部
の
大
口
盆
地
羽
月
川
以
東
の
大
口
・
菱
刈
・
栗

野
・
吉
松
・
横
川
な
ど
は
単
独
に
分
布
し
、
総
数
一
五
〇
基
に
及

ん
で
い
る
。 

 

地
下
式
横
穴
は
畿
内
型
古
墳
文
化
の
影
響
を
受
け
て
発
生
し
た

も
の
で
、
ま
ず
沿
海
平
野
地
帯
の
畿
内
型
古
墳
群
分
布
地
域
、
と

く
に
宮
崎
県
中
南
部
に
出
現
し
、
こ
こ
よ
り
漸
次
、
内
陸
地
帯
へ

波
及
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
分
布
状
況
が
そ
の
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
。 

地
下
式
板
石
積
石
室 

 

地
下
式
板
石
積
石
室
は
、
鹿
児
島
県
北
部
か
ら
熊
本
県
南
部
に

分
布
し
、
一
部
は
宮
崎
県
大
淀
川
上
流
域
に
及
ぶ
も
の
で
、
古
墳

時
代
に
お
け
る
、
こ
の
地
域
独
特
の
埋
葬
法
で
あ
る
。
そ
の
遡
源

は
弥
生
時
代
に
あ
り
、
地
下
式
横
穴
と
は
自お

の

ず
か
ら
系
統
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
構
造
は
地
表
下
一
・
五
㍍
前
後
の
深
さ
に
、

安
山
岩
ま
た
は
砂
岩
の
板
石
を
植
え
こ
ん
で
、
高
さ
四
〇
㌢
前
後

の
槨
壁
を
も
つ
石
室
を
造
り
、
床
面
に
遺
体
を
納
め
て
埋
土
で
被

覆
し
つ
つ
土
を
盛
り
、
石
室
の
上
縁
以
上
に
板
石
を
屋
根
を
葺
く

よ
う
に
積
み
重
ね
て
天
井
部
を
構
成
す
る
。
封
土
を
も
た
な
い
の

が
大
半
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
小
封
土
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
し

か
し
構
築
の
際
の
排
土
を
積
ん
だ
程
度
で
、
高
塚
古
墳
と
は
本
来

異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

石
室
内
部
は
、
畿
内
型
古
墳
の
石
室
の
よ
う
に
空
洞
を
想
定
し
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易
い
が
、
実
は
埋
土
が
充
填
し
て
い
る
の
が
大
部
分
で
、
極
め
て

稀
に
大
口
市
大
住

う

ず

ん

の
第
二
三
号
石
室
の
よ
う
に
内
部
が
空
洞
と

な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
川
内
市
横
岡
の
第
四
号
石
室
で
は
追
葬
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
追
葬
に
便
利
な
よ
う
に
、
石
室

内
部
を
空
洞
と
し
た
構
造
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
的
な

地
下
式
板
石
積
石
室
の
構
造
は
、
板
石
を
持
ち
送
り
式
に
積
み
上

げ
た
も
の
で
は
な
く
、
埋
土
の
上
に
板
石
を
葺
き
重
ね
た
も
の

で
、
葺
石
は
埋
土
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
薩
摩

町
別
府
原

び
ゅ
う
ば
る

の
第
一
号
石
室
な
ど
で
は
、
副
葬
品
が
埋
土
中
か
ら
、

上
下
に
段
差
を
も
っ
て
出
土
し
て
い
て
、
石
室
内
に
埋
土
し
な
が

ら
板
石
を
葺
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

石
室
は
そ
の
平
面
形
に
種
々
あ
る
が
、
長
方
形
・
方
形
な
ど
の

方
形
型
と
、
円
形
・
楕
円
形
な
ど
の
円
形
型
が
基
本
的
な
形
で
、

そ
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
も
あ
る
。
一
般
に
方
形
石
室
は
臨
海

地
域
に
多
く
、
天
草
・
長
島
の
島
嶼
や
、
出
水
平
野
・
川
内
川
下

流
域
に
分
布
し
、
円
形
石
室
は
内
陸
部
に
多
く
、
肥
後
の
人
吉
盆

地
、
北
薩
地
方
、
宮
崎
県
大
淀
川
上
流
地
域
の
他
、
特
例
的
で
あ

る
が
肥
後
の
芦
北
海
岸
地
方
に
も
見
ら
れ
る
。
細
か
く
見
る
と
、

高
尾
野
町
堂
前
の
よ
う
に
、
方
形
石
室
群
の
中
に
円
形
石
室
が
混

じ
る
遺
跡
や
、
吉
松
町
永
山
遺
跡
の
よ
う
に
、
円
形
石
室
群
の
中

に
方
形
石
室
が
混
じ
る
例
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
群
集

し
て
設
置
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

副
葬
品
は
古
墳
と
同
様
に
、
鉄
製
の
剣
・
刀
・
鏃
の
他
甲
冑
・

鐔
・

鐏
い
し
づ
き

・
轡
や
・
金
環
・
銀
環
・
銅
鏡
・
ガ
ラ
ス
製
玉
・
土
師

器
・
須
恵
器
な
ど
を
出
土
す
る
が
量
は
少
な
く
、
副
葬
品
を
欠
く

石
室
も
多
い
。
特
に
内
陸
部
に
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。

 

地
下
式
板
石
積
石
室
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
共
伴
遺
物
・
副
葬

品
な
ど
か
ら
見
て
円
形
石
室
は
四
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
方

形
石
室
は
六
世
紀
中
葉
以
降
の
所
産
で
あ
る
と
し
て
、
円
形
石
室

が
先
行
す
る
と
す
る
説
が
あ
り
、
そ
の
後
出
水
郡
高
尾
野
町
堂
前

の
一
七
号
墓
は
長
方
形
土
壙
に
板
石
を
葺
き
、
そ
の
中
央
に
古
式

の
免
田
式
の
長
頚
壺
が
供
献
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
地

下
式
板
石
積
石
室
の
祖
形
と
考
え
、
こ
れ
よ
り
導
き
出
さ
れ
る
方

形
石
室
を
、
円
形
石
室
よ
り
先
行
す
る
と
す
る
説
が
現
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
、
県
文
化
課
戸

崎
勝
洋
・
牛
ノ
浜
修
に
よ
る
出
水
郡
長
島
町
明
神
下
岡
遺
跡
の
調

査
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
に
見
な
い
、
特
色
を
も
っ
た
地
下
式
板
石

積
石
室
の
一
群
が
発
見
さ
れ
た
。
板
石
で
囲
っ
た
長
方
形
の
石
室

を
蓋
石
で
覆
い
、
更
に
そ
の
上
を
板
石
で
屋
根
状
に
葺
い
た
も
の

で
あ
る
。
石
室
数
三
〇
基
の
う
ち
一
〇
基
が
調
査
さ
れ
た
が
、
そ

の
中
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
第
一
二
号
石
室
で
あ
る
。
そ
の
構

造
は
、
前
述
と
同
様
に
石
室
を
蓋
石
で
覆
い
、
そ
の
上
を
板
石
で

葺
い
た
後
、
更
に
そ
の
上
に
偏
平
な
大
石
を
の
せ
る
と
い
う
特
殊

な
も
の
で
あ
る
。 
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未
調
査
の
石
室
の
う
ち
第
九
号
・
第
一
〇
号
・
第
一
三
号
石
室

も
同
様
の
遺
構
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
支
石
墓

と
関
連
の
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

副
葬
品
に
は
土
師
器
、
須
恵
器
、
鉄
剣
の
他
、
弥
生
土
器
の
出

土
も
見
ら
れ
、
須
恵
器
・
鉄
剣
は
、
大
型
で
一
部
に
小
口
積
を
用

い
た
石
室
に
出
土
し
、
土
師
器
・
弥
生
土
器
は
小
型
の
石
室
に
出

土
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は
無
遺
物
の
石
室
が
多
い
。
弥
生
土
器

は
中
期
後
葉
の
山
ノ
口
式
甕
型
土
器
片
で
、
第
二
六
号
石
室
の
蓋

石
下
で
石
室
の
外
に
出
土
し
た
。
な
お
同
石
室
の
内
部
か
ら
も
弥

生
土
器
数
片
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月
に
は
、
長
島
町
東
隣
り

の
東

あ
づ
ま

町
小
向
江
で
、
道
路
工
事
に
よ
っ
て
明
神
下
岡
と
同
型
式

の
石
室
群
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
様
な
埋
葬
法
が
こ
の
地
域
に
定
着

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

乙
益
重
隆
は
、
地
下
式
板
石
積
石
室
の
源
流
に
つ
い
て
、
熊
本

県
球
摩
郡
免
田
町
吉
井
の
通
称
市
房
隠
で
出
土
し
た
第
一
号
墓
を

あ
げ
て
い
る
。
小
形
の
箱
式
石
棺
を
蓋
石
で
覆
い
、
さ
ら
に
そ
の

上
に
偏
平
な
大
石
を
の
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
免
田
Ⅰ
式
に
伴
う

小
形
支
石
墓
で
あ
る
と
し
、
地
下
式
板
石
積
石
室
の
起
源
と
す
る

見
解
を
示
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。 

 

五
島
列
島
の
弥
生
文
化
（
小
田
富
士
雄
）
に
よ
る
と
、
長
崎
県

五
島
列
島
中
通
島
浜
郷
遺
跡
第
二
次
調
査
に
お
け
る
一
号
石
棺
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と
、
同
宇
久
島
松
原
遺
跡
に
お
け
る
二
号
石
棺
の
構
造
は
、
長
方

形
に
板
石
を
組
み
合
せ
た
箱
形
の
石
室
の
上
に
、
板
石
を
平
積
み

し
て
数
段
重
ね
、
次
第
に
空
間
を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
積
み
、
一

枚
石
で
最
後
に
蓋
を
す
る
も
の
で
、
埋
葬
時
に
す
で
に
棺
内
に
砂

を
充
満
し
て
い
る
。
「
一
見
、
南
九
州
の
古
墳
時
代
に
み
ら
れ
る

地
下
式
板
石
積
石
室
古
墳
が
想
起
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
正
に
地
下
式
板
石
積
石
室
そ
の
も
の
で
あ
る
。
浜

郷
一
号
石
室
は
壮
年
男
女
が
仰
臥
屈
葬
さ
れ
、
う
ち
女
性
は
集
骨

状
態
で
あ
っ
た
。
碧
玉
管
玉
３２
、
壺
（
城
ノ
越)

、
イ
ノ
シ
シ
下
顎

骨
８
、
ア
ワ
ビ
２
が
副
葬
さ
れ
た
弥
生
中
期
前
葉
の
埋
葬
墓
で
あ

る
。
松
原
二
号
石
室
は
小
児
人
骨
を
出
土
し
、
周
辺
に
須
玖
Ⅱ
式

土
器
を
出
土
す
る
こ
と
か
ら
弥
生
中
期
後
葉
の
埋
葬
墓
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。 

 

地
下
式
板
石
積
石
室
の
起
源
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る

も
の
に
、
朝
鮮
半
島
南
部
お
よ
び
九
州
の
西
北
部
に
分
布
す
る
支

石
墓
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
も
の
は
東
北
お
よ
び
北
部
朝
鮮
に
分

布
す
る
巨
大
な
卓
子
形
と
異
な
り
、
漢
江
流
域
以
南
に
み
ら
れ
る

碁
盤
形
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
巨
大
な
撑
石
の
下
に
数
個
の
支
石

を
お
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
石
室
を
設
け
て
遺
骸
を
納
め

る
が
、
石
室
は
、
積
石
で
つ
つ
ま
れ
る
も
の
が
多
い
。
九
州
で
も

十
カ
所
以
上
の
支
石
墓
群
が
あ
り
、
主
体
部
は
甕
棺
、
石
棺
の
他

土
壙
も
見
ら
れ
る
。
建
造
の
年
代
は
縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
後
期
に

及
ん
で
い
る
。 

 

明
神
下
岡
遺
跡
の
一
二
号
石
室
は
、
前
述
の
支
石
墓
に
類
す
る

も
の
で
、
支
石
を
欠
く
が
、
石
室
を
つ
つ
む
積
石
か
ら
転
化
し
た

と
考
え
ら
れ
る
葺
石
に
よ
っ
て
石
室
が
覆
わ
れ
、
そ
の
構
造
は
支

石
墓
と
よ
く
一
致
す
る
と
共
に
、
地
下
式
板
石
積
石
室
の
要
素
も

備
え
、
両
者
の
中
間
的
位
置
に
あ
っ
て
移
行
形
態
を
示
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
地
下
式
板
石
積
石
室
の
起
源
に
関
す
る

資
料
は
次
第
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、

こ
の
墓
制
が
最
初
に
出
現
し
た
の
は
、
九
州
西
海
岸
の
島
嶼
地
帯

で
、
発
生
の
時
期
は
弥
生
中
期
で
あ
る
。
弥
生
後
期
に
い
た
っ
て

本
土
へ
伝
播
し
、
熊
本
県
南
部
か
ら
川
内
川
流
域
に
分
布
を
広

げ
、
五
世
紀
代
に
な
る
と
畿
内
系
高
塚
古
墳
文
化
の
影
響
を
う

け
、
七
世
紀
代
ま
で
継
続
し
た
。
そ
の
源
流
は
、
明
神
下
岡
の
一

二
号
石
室
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
碁
盤
形
の
支
石
墓
に
あ
る

も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
本
流
は
、
石
室
を
積
石
で
つ
つ
む
タ
イ
プ

か
ら
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
方
形
の
土
壙
に
板
石
を

葺
い
た
堂
前
の
一
七
号
墓
・
菱
刈
町
前
畑
の
一
・
二
号
墓
や
、
小

形
箱
式
石
棺
に
偏
平
な
大
石
を
の
せ
た
市
房
隠
の
第
一
号
墓
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
墓
制
に
関
連
の
深
い
も
の
で
、
支
石
墓
か
ら
地
下

式
板
石
積
石
室
が
発
生
す
る
過
程
で
、
派
生
的
に
生
じ
た
現
象
と

考
え
ら
れ
る
。 
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こ
の
墓
制
の
特
徴
は
主
体
部
を
な
す
石
室
の
形
態
に
よ
く
現
わ

れ
て
い
る
。
発
生
の
初
期
（
弥
生
中
期
）
は
五
島
の
浜
郷
・
松
原

や
長
島
の
明
神
下
岡
遺
跡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
主
体
部
は
長
方
形

石
室
で
あ
り
、
続
く
弥
生
後
期
に
あ
っ
て
も
、
菱
刈
町
前
畑
の
二

二
号
石
室
（
弥
生
後
期
）
は
、
長
方
形
石
室
が
継
続
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
石
室
の
上
面
を
そ
ろ
え

る
た
め
に
、
構
築
法
に
小
口
積
の
技
法
を
取
り
入
れ
、
あ
る
い
は

石
室
の
上
面
を
不
揃
い
の
ま
ま
葺
石
す
る
な
ど
の
変
化
を
経
て
、

終
末
期
ま
で
、
長
方
形
石
室
の
形
態
は
、
主
と
し
て
海
岸
地
帯
に

行
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
墓
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
弥
生
期
を
過
ぎ
た
後

に
、
一
部
の
海
岸
地
帯
か
ら
内
陸
地
帯
へ
か
け
て
、
主
体
部
が
円

形
ま
た
は
楕
円
形
石
室
を
な
す
も
の
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
も

の
が
初
め
て
出
現
す
る
の
は
、
大
口
市
大
住

う

ず

ん

の
一
号
石
室
や
吉
松

町
永
山
の
一
〇
号
石
室
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
成
川
式
土
器
の
時
期

で
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
堂
前
の
五
号
石
室
や
初
野
の
三
号
石
室
は
、
長
方
形

石
室
の
両
側
を
ふ
く
ら
ま
し
た
形
で
あ
り
、
長
方
形
石
室
か
ら
円

形
石
室
へ
の
移
行
形
と
考
え
ら
れ
、
新
深
田
の
円
形
石
室
に
は
、

長
方
形
石
室
に
見
ら
れ
る
、
石
材
を
横
に
使
用
す
る
方
法
が
一
部

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
円

形
石
室
は
、
成
川
式
土
器
の
行
わ
れ
た
頃
に
、
長
方
形
石
室
か
ら

派
生
し
て
、
内
陸
地
帯
に
主
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。 

立
石
土
壙
墓 

 

こ
の
墓
制
が
判
明
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
以
来
四
次
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
、
揖
宿

い
ぶ
す
き

郡
山
川
町
成
川

な
り
か
わ

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
成
川
遺
跡
は
舌
状
丘
陵
の
南
斜
面
に
形
成
さ
れ

た
広
さ
一
・
五
㌃
余
り
の
集
団
墓
地
で
、
確
認
さ
れ
た
人
骨
四
二

二
体
、
陪
葬
さ
れ
た
土
器
は
一
千
個
以
上
に
及
び
、
鉄
器
は
約
三

百
点
以
上
を
出
土
し
て
い
る
。
埋
葬
遺
構
は
開
聞
岳
の
噴
火
に
よ

る
火
山
灰
の
堆
積
に
よ
っ
て
埋
没
し
て
い
る
が
、
こ
の
遺
跡
の
大

き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
立
石
は
、
山
麓
の
最
も
傾
斜
の
緩
や
か
な

面
に
点
々
と
立
て
ら
れ
て
い
る
。
材
質
は
輝
石
安
山
岩
で
成
川
盆

地
の
東
縁
部
で
産
出
さ
れ
る
。
立
石
の
数
は
三
〇
に
近
く
、
板
状

ま
た
は
柱
状
の
石
材
を
用
い
、
基
部
を
埋
め
て
、
当
時
は
地
表
上

に
一
㍍
前
後
を
露
呈
し
て
い
た
が
、
現
在
は
倒
れ
た
り
、
中
程
か

ら
折
れ
た
り
、
あ
る
い
は
数
個
体
に
破
損
し
た
も
の
も
あ
る
。
立

石
の
埋
設
は
、
平
坦
面
が
南
北
に
向
く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
立
石
の
面
は
等
高
線
に
平
行
に
な
り
、
下
方

か
ら
見
上
げ
る
と
立
石
の
広
い
面
が
正
面
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。 

 

立
石
は
埋
葬
の
標
識
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
は

特
定
の
人
骨
、
ま
た
は
人
骨
群
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と
判
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断
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
立
石
の
あ
る
も
の
は
、
基
部
が
酸
化
鉄

で
塗
彩
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
て
、
き
わ
め
て
儀
礼
的
な
性
格
を

も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
第
二
次
調
査
に
お
け
る
第

二
調
査
区
の
中
央
部
分
に
は
、
空
白
地
帯
が
あ
り
、
こ
こ
に
巨
大

な
立
石
が
あ
り
、
そ
の
基
部
に
き
わ
め
て
長
期
間
に
わ
た
る
焚
火

の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
大
な
立
石
は
、
あ
る
特
定
の
人

骨
・
人
骨
群
の
墓
標
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
墓
地
を
営

ん
だ
集
団
全
体
の
喪
葬
儀
式
の
一
翼
を
に
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。 

埋 

葬 

 

埋
葬
は
、
ほ
と
ん
ど
等
高
線
に
沿
っ
て
、
す
な
わ
ち
東
西
方
向

に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
傾
斜
面
の
効
果
的
利
用
法
が
と
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
体
の
埋
葬
に
は
、
掘
り
込
み
が

作
ら
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
中
腹
以
下
の
緩
傾
斜
面
で
は
、
明
ら
か

に
墓
壙
の
認
め
ら
れ
た
も
の
は
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
と
は
対

照
的
に
、
い
く
ぶ
ん
傾
斜
し
た
中
腹
以
上
で
は
一
四
一
例
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
墓
壙
は
等
高
線
に
沿
っ
て
長
楕
円
形
に
作
ら
れ
長

径
一
～
一
・
七
㍍
、
幅
○
・
五
㍍
内
外
、
深
さ
○
・
一
五
㍍
内
外
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
素
掘
り
の
土
壙
以
外
に
一
個
の
甕
棺
を
の
ぞ
い

て
な
ん
ら
の
棺
・
槨
施
設
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

遺
体
に
は
、
仰
臥
伸
屈
葬
の
も
の
と
仰
臥
立
膝
葬
の
も
の
と
が

あ
り
、
東
頭
位
と
西
頭
位
の
別
が
見
ら
れ
る
が
若
干
西
頭
位
が
多
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い
。
人
骨
は
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
全
面
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
て
、
何

ら
か
の
群
別
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
後
時
の
埋
葬
の
と
き
、
前
の

埋
葬
骨
を
撹
乱
し
た
形
跡
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、
土
壙
に
も
切

り
合
い
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
埋
葬
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

人
骨
の
保
存
状
態
は
き
わ
め
て
悪
く
、
発
掘
の
か
た
わ
ら
か
ら

砕
け
て
粉
に
な
り
、
計
測
は
現
地
で
行
う
他
は
な
か
っ
た
。
従
っ

て
す
で
に
消
滅
し
た
も
の
も
多
く
、
中
腹
以
上
に
発
見
さ
れ
た
墓

壙
一
四
一
基
の
う
ち
人
骨
の
確
認
で
き
た
も
の
は
一
一
五
体
で
、

埋
葬
人
骨
の
一
八
㌫
強
が
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
調
査
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
た
人
骨
数
は
四
二
二
体
で
、
昭
和
三
十
二
年
の
採
土

工
事
に
よ
っ
て
遺
棄
さ
れ
た
人
骨
数
は
、
工
事
面
積
か
ら
算
出
し

て
一
六
八
体
と
な
り
、
成
川
遺
跡
出
土
の
人
骨
実
数
は
五
九
〇

体
、
埋
葬
後
に
消
滅
し
た
数
を
推
計
加
算
す
る
と
、
当
初
に
埋
葬

さ
れ
た
総
数
は
六
九
八
体
で
あ
っ
た
。 

遺
跡
の
年
代 

 

成
川
遺
跡
が
墓
地
と
し
て
成
立
し
存
続
し
た
年
代
と
、
墓
地
以

前
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
は
、
出
土
し
た
土
器
・
鉄

器
の
他
立
石
な
ど
の
様
相
、
周
辺
の
遺
跡
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
最
も
有
力
な
手
が
か
り
に
な

る
土
器
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。 

 

土
器
は
弥
生
中
期
後
葉
・
後
期
お
よ
び
古
墳
期
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。
弥
生
中
期
後
葉
の
土
器
に
は
、
北
九
州
方
面
か
ら
移
入

さ
れ
た
須
玖
式
土
器
と
、
在
地
の
山
ノ
口
式
土
器
が
あ
り
、
須
玖

式
土
器
は
甕
形
土
器
三
個
、
壺
形
土
器
三
個
あ
り
い
ず
れ
も
丹
塗

研
磨
さ
れ
、
甕
形
土
器
の
う
ち
一
個
は
完
形
で
、
立
石
に
共
伴
出

土
し
た
。
山
ノ
口
式
土
器
は
、
甕
形
土
器
六
個
、
壺
形
土
器
四
個

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
個
ず
つ
が
完
形
品
で
、
壺
形
土
器
の
一
個
は

立
石
に
共
伴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
成
川
遺
跡
の
埋
葬
地
域
南
縁

は
町
道
曲
道
線
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
路
に

沿
っ
て
墓
域
の
う
ち
中
央
線
よ
り
東
の
幅
一
二
㍍
、
奥
行
八
㍍
の

お
よ
そ
百
平
方
㍍
の
地
域
が
、
弥
生
中
期
後
葉
の
山
ノ
口
式
と
須

玖
式
土
器
を
出
土
す
る
地
域
で
、
こ
こ
か
ら
は
磨
製
石
鏃
も
出
土

し
、
東
西
両
端
に
は
、
中
期
土
器
を
伴
う
立
石
が
配
置
さ
れ
、
他

地
域
と
お
も
む
き
の
異
な
る
一
画
を
形
成
し
て
い
る
。
山
ノ
口
式

と
須
玖
式
と
は
共
伴
関
係
が
あ
り
同
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
の
地
域

は
須
玖
式
土
器
を
移
入
し
た
山
ノ
口
式
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
（
第
４０
図)

。 

 

従
来
、
成
川
遺
跡
は
弥
生
中
期
に
始
ま
っ
た
埋
葬
遺
跡
と
考
え

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
地
域
（
弥
生
中
期
後
葉
土
器
の
出
土
す

る
）
で
も
四
十
数
体
の
人
骨
が
出
土
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

期
の
弥
生
土
器
を
伴
っ
た
人
骨
は
一
例
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
成
川
遺
跡
を
弥
生
中
期
以
降
の
埋
葬
址
と
す
る
証
拠
は
な

に
一
つ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
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弥
生
後
期
の
土
器
に
は
甕
棺
（
第
40
図
７
）
と
長
頸
壺
（
第
40

図
８
）
が
あ
る
。
甕
棺
は
口
径
五
一
㌢
、
高
さ
七
四
㌢
で
、
昭
和

三
十
二
年
の
第
一
次
の
調
査
で
、
遺
跡
の
西
端
か
ら
約
九
㍍
、
町

道
曲
道
か
ら
八
㍍
余
の
地
点
か
ら
、
横
位
西
向
き
で
出
土
し
た
。

三
津
式
の
系
統
を
引
く
も
の
で
、
弥
生
後
期
前
葉
期
の
も
の
と
思

わ
れ
る
。
同
様
の
甕
棺
の
大
片
が
他
に
一
個
出
土
し
て
い
る
。

 

長
頸
壺
形
土
器
は
昭
和
三
十
三
年
の
第
二
次
調
査
で
、
第
一
次

調
査
区
か
ら
出
土
し
た
。
町
道
曲
道
か
ら
一
六
㍍
、
甕
棺
か
ら
は

二
〇
㍍
余
り
東
の
地
点
で
あ
る
。
頸
部
下
端
と
胴
部
に
口
唇
状
の

凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
、
弥
生
後
期
後
葉
期
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。 

 

弥
生
後
期
の
資
料
は
わ
ず
か
に
三
点
に
す
ぎ
ず
、
遺
跡
と
し
て

は
き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
埋
葬
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
、
成
川
遺
跡
に
お
い
て
埋
葬
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

古
墳
期
の
土
器
は
成
川
式
土
器
と
こ
れ
に
共
伴
す
る
土
師
器
と

須
恵
器
で
あ
る
。
成
川
式
土
器
は
成
川
遺
跡
出
土
土
器
の
大
部
分

を
占
め
る
も
の
で
、
従
来
薩
隅
式
・
薩
摩
式
な
ど
の
名
称
が
あ

り
、
壺
形
・
鉢
形
・
高
坏
形
の
器
形
が
見
ら
れ
、
他
に
き
わ
め
て

少
量
の
甕
形
土
器
が
あ
る
。
そ
の
割
合
を
見
る
と
壺
形
土
器
四
四

㌫
、
高
坏
形
土
器
三
〇
㌫
、
鉢
形
土
器
二
二
㌫
、
甕
形
土
器
三
㌫

で
、
壺
形
土
器
が
最
も
多
く
、
甕
形
土
器
の
占
め
る
割
合
は
極
端
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に
少
な
く
、
皆
無
に
ひ
と
し
い
。 

 
成
川
式
に
は
大
ま
か
に
分
け
て
松
之
尾
タ
イ
プ
、
笹
貫
タ
イ

プ
、
入
来
タ
イ
プ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
成
川
遺
跡
で
は
入
来

タ
イ
プ
を
欠
き
、
年
代
は
四
世
紀
よ
り
六
世
紀
前
葉
に
至
る
間
に

お
さ
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

土
器
は
人
骨
よ
り
上
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
特
定
の
人
骨
と

結
び
つ
く
よ
う
な
配
置
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一

次
・
第
二
次
調
査
で
は
墓
壙
の
発
見
例
は
少
な
い
が
、
埋
葬
時
に

は
土
壙
を
設
け
て
埋
葬
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
構
築
さ
れ
て
い
た

土
壙
が
地
層
の
状
況
に
よ
っ
て
検
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
土
器
・
鉄
器
が
特
定
の
人
骨
と
結
び
つ
か
な
い
の

は
、
埋
葬
後
、
当
時
の
地
表
面
な
ど
に
適
宜
に
配
置
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

第
一
次
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
第
二
号
人
骨
は
、
土
器
と
の

共
伴
関
係
が
確
認
さ
れ
た
稀
な
例
で
、
遺
跡
西
端
よ
り
六
・
三

㍍
、
曲
道
よ
り
一
一
・
五
㍍
の
地
点
に
出
土
し
、
頭
部
に
接
し
て

成
川
式
の
壺
と
甕
と
が
検
出
さ
れ
た
。
成
川
式
土
器
は
墓
域
全
面

に
出
土
し
、
埋
葬
は
若
千
の
弥
生
後
期
の
も
の
を
除
け
ば
、
ほ
と

ん
ど
こ
の
時
期
の
遺
構
と
い
え
よ
う
。 

 

鉄
器
は
剣
・
刀
・
鏃
な
ど
の
他
、
少
数
の
異
形
鉄
器
を
含
む
が

ほ
と
ん
ど
武
器
に
か
ぎ
ら
れ
、
成
川
式
土
器
と
同
様
な
出
土
状
況

を
示
し
、
年
代
も
成
川
式
と
一
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
実

な
副
葬
品
と
し
て
確
認
さ
れ
た
も
の
は
僅
か
に
七
例
で
、
第
一
次

発
掘
の
第
三
四
号
人
骨
で
は
頭
部
に
接
し
て
鉄
鏃
四
本
と
鉈
一
個

が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
第
四
次
発
掘
で
は
墓
壙
に
剣
一
個
を
出
土

し
た
も
の
が
一
基
、
鏃
二
本
を
出
土
し
た
も
の
が
一
基
、
鏃
一
本

を
出
土
し
た
も
の
が
四
基
と
い
う
貧
弱
さ
で
あ
っ
た
。 

立
石
の
種
類 

 

立
石
に
は
弥
生
中
期
に
属
す
る
も
の
と
、
古
墳
期
に
属
す
る
も

の
及
び
両
者
の
中
間
期
と
思
わ
れ
る
も
の
の
三
種
類
が
あ
る
。

 

弥
生
中
期
に
属
す
る
も
の
は
、
山
ノ
口
式
土
器
と
須
玖
式
土
器

の
出
土
す
る
地
域
の
両
側
に
配
置
さ
れ
、
根
固
石
を
用
い
て
立
石

を
固
定
し
て
い
る
も
の
（
根
固
立
石
）
で
、
二
基
配
置
さ
れ
て
い

る
。 

 

東
側
の
立
石
（
第
41
図
２
）
は
幅
四
一
㌢
、
厚
さ
一
五
㌢
、
長

さ
二
三
五
㌢
で
、
二
個
の
根
固
石
を
用
い
て
、
地
上
に
一
九
六
㌢

を
残
し
て
埋
め
、
基
部
に
接
し
て
浅
い
土
壙
を
設
け
、
丹
塗
研
磨

し
た
美
し
い
須
玖
式
の
甕
形
土
器
（
第
40
図
１
）
を
配
置
し
て
い

る
。
（
現
在
は
二
カ
所
で
折
損
し
て
い
る
） 

 

西
側
の
立
石
（
第
41
図
１
）
は
幅
三
八
㌢
、
厚
さ
四
㌢
、
長
さ

一
二
四
㌢
で
、
一
個
の
根
固
石
を
用
い
て
、
地
上
に
一
〇
〇
㌢
余

り
を
残
し
て
埋
め
、
基
部
に
山
ノ
口
式
の
壺
形
土
器
を
配
置
し
て

い
る
（
現
在
は
一
カ
所
で
折
損
し
て
い
る)

。
両
立
石
の
間
に
は

山
ノ
口
式
と
須
玖
式
の
土
器
が
分
布
し
、
と
く
に
山
ノ
口
式
に
は
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完
形
の
壺
形
土
器
一
個
と
、
甕
形
土
器
二
個
の
出
土
が
注
意
さ
れ

る
。 

 
こ
の
弥
生
中
期
後
葉
遺
構
の
性
格
を
考
え
る
場
合
、
浮
か
ぶ
の

が
肝
属
郡
大
根
占
町
の
山
ノ
口
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
。
鹿
児
島
湾
に

望
む
当
時
の
砂
浜
に
形
成
さ
れ
た
、
時
期
も
同
じ
弥
生
中
期
後
葉

で
、
符
節
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
山
ノ
口
式
土
器
と
こ
れ
に
共
伴
し

て
須
玖
式
土
器
も
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
る
（
前
出)

。
立
石
に

沿
っ
て
軽
石
を
環
状
に
配
石
し
、
周
囲
に
壺
形
土
器
・
甕
形
土
器

を
配
置
し
た
遺
構
で
、
立
石
の
か
わ
り
に
軽
石
製
の
陰
石
・
陽
石

・
岩
偶
を
配
す
る
も
の
も
あ
る
。
性
器
信
仰
に
基
づ
く
祭
祀
遺
構

で
農
耕
生
産
と
関
連
が
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

成
川
の
遺
構
は
環
状
配
石
こ
そ
欠
く
も
の
の
、
立
石
が
主
体
と

な
っ
て
こ
れ
に
土
器
を
配
置
す
る
と
い
う
遺
跡
の
構
造
は
全
く
一

致
す
る
も
の
で
、
配
置
に
使
用
し
た
土
器
も
壺
形
と
甕
形
に
限
ら

れ
て
い
る
点
も
同
様
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
五
年
の
第
三
次
発
掘
で
、
中
期
立
石
遺
構
の
西
南
方

に
七
〇
㍍
余
り
を
隔
て
た
平
坦
地
域
に
、
八
基
の
竪
穴
住
居
址
群

が
発
見
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
前
述
の
立
石
遺
構
と
同
じ
山
ノ
口
式

土
器
を
出
土
す
る
弥
生
中
期
後
葉
の
竪
穴
住
居
址
で
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
数
十
基
の
竪
穴
群
か
ら
な
る
集
落
遺
構
と
思
わ
れ
、
前
述

の
中
期
立
石
遺
構
も
こ
の
集
落
に
付
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
址
か
ら
は
、
口
径
五
〇
㌢
を
計
る
甕
形

土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
甕
棺
製
作
の
技
術
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
中
期
立
石
遺
構
で
は
一
片
の
甕
棺
片
も
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
中
期
立
石
遺
構
が
埋
葬
址
で
は
な
い
事
の
傍
証

と
も
な
ろ
う
。 

Ｔ
字
状
立
石 

 

昭
和
三
十
二
年
の
第
一
次
調
査
で
は
、
弥
生
中
期
の
立
石
の
他

に
Ｔ
字
状
の
立
石
三
基
が
出
土
し
た
。
遺
跡
南
縁
の
町
道
曲
道
か

ら
約
八
㍍
の
線
上
に
、
遺
跡
西
端
か
ら
一
〇
㍍
・
一
三
㍍
・
二
〇

㍍
の
地
点
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
が
検
出
さ
れ
た
（
第
39
図)

。
い
ず

れ
も
垂
直
に
立
て
た
板
石
の
上
に
、
蓋
を
す
る
よ
う
な
形
で
、
別

の
一
枚
の
板
石
を
僅
か
に
傾
斜
を
も
た
せ
て
の
せ
た
も
の
で
あ

る
。
下
石
は
上
の
石
よ
り
幅
が
広
く
そ
れ
ぞ
れ
別
個
体
で
、
弥
生

中
期
の
立
石
の
よ
う
に
折
れ
て
Ｔ
字
状
に
な
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
当
初
か
ら
意
図
し
た
形
で
あ
る
。 

 

弥
生
中
期
後
葉
の
地
表
面
と
、
後
期
か
ら
成
川
期
の
地
表
面
と

は
、
火
山
灰
の
堆
積
に
よ
っ
て
高
距
に
三
〇
～
三
六
㌢
の
差
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
従
っ
て
中
期
の
立
石
遺
構
は
、
後
期

の
頃
は
、
基
部
と
と
も
に
配
置
さ
れ
た
土
器
も
、
火
山
灰
の
堆
積

に
よ
っ
て
埋
没
し
、
立
石
は
中
程
か
ら
折
れ
て
倒
れ
た
状
態
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
第
41
図)

。
Ｔ
字
状
立
石
は
こ
の
遺
構
を

模
倣
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

Ｔ
字
状
立
石
付
近
か
ら
は
弥
生
後
期
の
甕
棺
葬
遺
構
が
発
見
さ
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れ
て
お
り
（
第
40
図
７)

、
こ
の
地
域
が
成
川
で
最
初
に
埋
葬
が

行
わ
れ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。
甕
棺
葬
・
壺
棺
葬
は
弥
生
前
期
末
か

ら
、
薩
摩
半
島
に
分
布
が
し
ら
れ
て
お
り
、
成
川
遺
跡
は
そ
の
南

端
に
当
た
っ
て
い
る
。
Ｔ
字
状
立
石
は
こ
の
甕
棺
葬
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
、
弥
生
後
期
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

古
墳
期
の
立
石
（
単
純
立
石
） 

 

第
一
次
・
第
二
次
の
調
査
地
域
に
分
布
し
、
板
状
又
は
角
柱
状

の
輝
石
安
山
岩
を
使
用
し
、
成
川
式
土
器
が
出
土
す
る
当
時
の
地

表
面
を
掘
っ
て
基
部
を
埋
め
た
立
石
で
あ
る
。
単
純
な
構
造
で
根

固
石
を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
に
、
基
部
ご
と
転
倒
し
た
も
の
が

多
い
。
第
二
次
調
査
地
域
の
中
央
部
の
道
路
（
曲
道
）
寄
り
に
検

出
さ
れ
た
、
第
Ⅳ
号
立
石
は
、
成
川
式
の
甕
形
土
器
二
個
の
上
に

倒
れ
か
か
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
所
属
す
る
時
代
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
立
石
は
弥
生
中
期
の
根
固
立
石
、
同
後
期
の
Ｔ
字

状
立
石
の
系
譜
を
経
て
発
生
し
た
単
一
の
石
材
か
ら
な
る
立
石
で

あ
る
。 

 

第
一
次
・
第
二
次
・
第
四
次
の
調
査
に
よ
っ
て
墓
域
の
全
容
が

わ
か
り
、
総
面
積
一
、
五
三
六
平
方
㍍
あ
っ
て
埋
葬
は
全
域
に
及

ぶ
も
の
の
、
立
石
は
山
麓
部
の
み
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
成
川
遺
跡
の
西
方
三
一
キ
ロ
㍍
に
あ
る
枕
崎
市
松
之
尾

遺
跡
は
成
川
遺
跡
と
同
種
で
、
単
純
立
石
を
も
つ
埋
葬
址
で
あ
る

が
、
立
石
は
、
成
川
遺
跡
と
同
様
に
墓
域
の
一
部
の
み
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
標
識
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。 

 

松
之
尾
遺
跡
の
立
石
に
は
、
根
固
石
を
用
い
た
も
の
や
、
Ｔ
字

状
の
も
の
は
な
く
、
単
一
の
石
材
か
ら
な
る
単
純
立
石
で
あ
る
。

松
之
尾
の
埋
葬
は
成
川
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
成
川

遺
跡
と
同
様
に
、
単
純
立
石
は
古
墳
期
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。 

特
異
な
供
献 

 

北
九
州
地
方
の
合
口
甕
棺
・
支
石
墓
な
ど
の
葬
法
が
薩
摩
半
島

ま
で
波
及
し
、
そ
の
末
端
に
成
川
遺
跡
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
埋
葬
法
が
、
個
人
墓
と
し
て

遺
体
を
葬
り
、
遺
品
を
副
葬
す
る
葬
法
と
は
異
な
り
、
成
川
で

は
、
遺
体
の
埋
葬
後
、
土
器
や
鉄
器
を
地
表
に
配
置
す
る
と
い
う

特
異
な
葬
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私
有
権
が
定
着
せ
ず
、
共
有
財

産
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。 

 

山
ノ
口
遺
跡
は
集
落
共
同
の
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
土
器
な
ど
を
地
表
に
配
置
供
献
す
る
習
慣
が
あ
る
。
山
ノ
口

の
祭
祀
遺
構
の
流
れ
に
つ
な
が
っ
て
発
生
し
た
成
川
の
埋
葬
遺
構

に
あ
っ
て
も
同
様
に
遺
物
を
地
表
に
供
献
す
る
遺
習
が
受
け
つ
が

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

供
献
さ
れ
た
土
器
の
種
類
を
見
る
と
、
祭
祀
遺
構
の
山
ノ
口
遺

跡
・
成
川
遺
跡
の
中
期
立
石
遺
構
で
は
、
壺
形
土
器
と
甕
形
土
器
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が
使
用
さ
れ
、
そ
の
割
合
も
両
遺
跡
と
も
に
壺
と
甕
と
が
ほ
ぼ
等

量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
古
墳
期
に
な
る
と
埋
葬
遺
構
に
変

容
し
た
成
川
遺
跡
お
よ
び
松
之
尾
遺
跡
で
は
壺
形
土
器
が
使
用
さ

れ
る
点
で
は
同
様
で
あ
る
が
、
甕
形
土
器
が
消
え
て
、
代
り
に
高

杯
形
土
器
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

立
石
墓
の
性
格 

 

成
川
遺
跡
の
葬
制
に
は
二
つ
の
特
異
な
要
素
が
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
立
石
遺
構
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
地
表
供
献
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
色
を
も
っ
た
埋
葬
様
式
は
、

そ
れ
を
生
み
だ
し
た
背
景
に
あ
る
社
会
構
造
の
特
色
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。 

 

単
純
立
石
の
遡
源
と
見
ら
れ
る
山
ノ
口
遺
跡
に
は
、
石
棒
・
岩

偶
・
陰
石
が
見
ら
れ
る
。
南
九
州
で
土
偶
が
発
見
さ
れ
た
の
は
縄

文
晩
期
で
あ
り
、
岩
偶
は
縄
文
後
期
か
ら
晩
期
へ
か
け
て
伝
播

し
、
材
質
と
し
て
軽
石
を
使
用
し
て
地
域
色
を
顕
著
に
し
て
い

る
。
そ
の
様
相
を
示
す
代
表
的
な
遺
跡
に
、
縄
文
晩
期
の
加
世
田

市
上う

え

加
世
田
遺
跡
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
集
石
の
縁
部
に
象
徴
の
よ

う
に
石
棒
を
立
て
、
岩
偶
を
甕
形
土
器
に
納
め
た
遺
構
が
見
ら
れ

る
。 

 

岩
偶
・
石
棒
の
文
化
は
弥
生
時
代
に
引
き
継
が
れ
、
吹
上
町
入

来
遺
跡
で
は
軽
石
製
石
棒
・
岩
偶
が
出
土
し
て
い
る
。
山
ノ
口
遺

跡
で
は
岩
偶
・
石
棒
と
も
に
大
型
化
し
、
そ
の
基
部
は
地
面
に
埋

め
た
痕
跡
を
残
し
、
ま
た
小
型
岩
偶
の
基
底
に
は
支
柱
用
の
穿
孔

を
有
し
、
い
ず
れ
も
遺
跡
の
な
か
で
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
陰
石
の
場
合
は
、
石
蓋
を
用
い
、
更
に
ス
レ
ー
ト
で

被
覆
し
て
い
る
が
、
上
加
世
田
遺
跡
で
、
岩
偶
を
甕
形
土
器
に
納

め
た
の
と
同
好
で
あ
ろ
う
。
自
然
石
を
人
形

ひ
と
が
た

に
加
工
し
て
立
石
と

し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
岩
偶
と
立
石
と
の
関
連
を
暗
示

す
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

山
ノ
口
遺
跡
は
縄
文
晩
期
の
性
器
信
仰
と
農
耕
文
化
の
結
合
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
祭
祀
遺
構
と
い
え
よ
う
。
遺
跡
本
来
の
性
格
か

ら
見
て
、
遺
構
が
地
表
に
露
呈
さ
れ
た
こ
と
が
当
然
の
帰
結
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
祭
祀
遺
構
か
ら
の
流
れ
に
乗
っ
て
生
れ
た
成
川

の
葬
制
は
、
縄
文
・
弥
生
を
通
じ
て
見
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
地
表

に
お
け
る
供
献
と
い
う
特
異
な
形
態
を
生
み
だ
し
た
。 

 

農
耕
生
産
に
基
づ
く
階
層
分
化
の
結
果
、
生
じ
た
支
配
階
層
の

象
徴
で
あ
る
高
塚
古
墳
は
、
南
九
州
に
あ
っ
て
は
、
薩
摩
半
島
お

よ
び
鹿
児
島
湾
東
・
北
地
域
に
関
し
て
は
一
例
も
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
成
川
の
立
石
墓
に
お
い
て
、
副
葬
品
を
有
す
る
埋
葬
は

七
例
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
装
身
具
は
一
例
も
な
い
。
ま
た
埋
葬
に

は
、
同
時
期
の
宮
崎
県
児
湯
郡
新
富
町
の
川
床
遺
跡
で
発
見
さ
れ

た
一
八
七
基
の
土
壙
墓
で
は
、
周
溝
墓
な
ど
階
層
差
を
示
す
多
様

の
構
造
を
も
つ
も
の
が
混
在
す
る
の
に
比
較
し
て
、
成
川
で
は
特

別
な
と
り
あ
つ
か
い
が
見
ら
れ
ず
、
す
べ
て
単
一
構
造
の
埋
葬
で
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あ
る
。
こ
の
こ
と
は
成
川
遺
跡
に
墓
地
を
営
ん
だ
集
団
の
階
層
分

化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。
成
川
遺

跡
と
同
様
の
埋
葬
遺
構
は
、
枕
崎
市
松
之
尾
、
指
宿
市
指
宿
観
光

ホ
テ
ル
敷
地
に
も
存
在
し
、
こ
の
墓
制
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。 

 

大
隅
半
島
東
部
地
域
で
は
、
前
述
の
川
床
遺
跡
に
見
ら
れ
る
土

壙
墓
の
多
様
化
の
他
、
高
塚
古
墳
の
濃
密
な
分
布
、
地
下
式
横
穴

の
様
相
な
ど
か
ら
見
て
、
階
層
分
化
が
相
当
進
ん
だ
社
会
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
薩
摩
半
島
お
よ
び
鹿
児
島
湾

東
・
北
岸
地
域
は
階
層
未
分
化
集
団
の
分
布
す
る
地
域
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
成
川
式
土
器
の
最
も
主
要
な
分
布
は
こ
の
地
域
に

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
鹿
児
島
湾
東
・
北
岸
で
は
、
根
占
町
千
束
遺

跡
・
大
根
占
町
城
元
遺
跡
・
垂
水
市
柊
原
遺
跡
・
姶
良
町
萩
原
遺

跡
な
ど
の
大
き
な
遺
跡
が
あ
り
、
薩
摩
半
島
で
は
鹿
児
島
市
帯
迫

遺
跡
・
同
笹
貫
遺
跡
・
指
宿
市
丹
波
遺
跡
・
同
橋
牟
礼
川
遺
跡
・

同
観
光
ホ
テ
ル
遺
跡
な
ど
湾
岸
遺
跡
の
他
、
西
岸
お
よ
び
南
岸
で

は
、
吹
上
町
辻
堂
原
遺
跡
・
金
峰
町
入
来
遺
跡
・
枕
崎
市
松
之
尾

遺
跡
・
開
聞
町
仙
田
遺
跡
な
ど
成
川
期
の
主
要
な
遺
跡
が
集
中
し

て
い
る
。 

 

古
墳
時
代
に
は
い
っ
て
土
師
器
が
使
用
さ
れ
、
続
い
て
須
恵
器

も
出
現
し
て
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
土
師
器
・
須
恵
器
を
使
用
す
る

時
代
に
な
っ
て
も
、
な
お
弥
生
土
器
の
様
相
を
濃
厚
に
残
す
成
川

式
土
器
を
使
用
し
、
土
師
器
・
須
恵
器
は
若
干
を
共
伴
す
る
と
い

う
様
相
の
背
景
に
は
、
階
層
未
分
化
即
ち
、
こ
の
地
域
に
独
特
の

原
始
共
同
体
社
会
集
団
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

県
の
北
部
地
域
を
占
め
る
地
下
式
板
石
積
石
室
の
分
布
す
る
地

域
は
高
塚
古
墳
文
化
の
波
及
度
、
地
下
式
板
石
積
石
室
の
様
相
な

ど
を
見
る
と
、
大
隅
半
島
東
部
地
域
と
薩
摩
半
島
を
中
核
と
す
る

地
域
と
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
っ
て
、
や
や
階
層
分
化
の
行
わ
れ

つ
つ
あ
っ
た
地
域
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

     

松
元
町
に
お
け
る
先
史
時
代
の
遺
跡
地
は
二
つ
の
地
域
に
集
中

し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
町
の
東
側
で
、
鹿
児
島
市
と
の
境
界
を

な
す
傾
斜
変
換
線
に
沿
っ
た
崖
端
地
域
で
、
他
の
一
つ
は
町
の
南

部
を
西
流
す
る
永
田
川
の
上
流
地
域
で
あ
る
。 

 

町
の
東
部
崖
端
地
域
は
、
鹿
児
島
湾
を
形
成
し
た
姶
良
カ
ル
デ

ラ
の
カ
ル
デ
ラ
壁
に
望
む
台
地
で
、
こ
の
台
地
は
鹿
児
島
湾
を
囲

む
よ
う
に
し
て
北
東
へ
延
び
て
い
る
。
台
地
上
に
は
旧
石
器
時
代

・
縄
文
時
代
の
遺
跡
地
が
分
布
し
、
古
く
か
ら
人
類
が
生
息
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
な
遺
跡
に
つ
い
て
見
る
と
、
鹿
児

第
二
章 

松
元
町
の
先
史
文
化 

第
一
節 

先
史
時
代
の
概
要 
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島
市
川
上
町
加
治
屋
園
遺
跡
は
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に

伴
っ
て
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
十
年
に
調
査
し
た
遺
跡
で
あ

る
。
桜
島
の
初
期
噴
火
に
よ
る
軽
石
礫
を
含
む
火
山
灰
層
（
一
万

年
前
）
の
上
か
ら
は
、
縄
文
前
期
の
塞
ノ
神
Ｂ
式
土
器
を
出
土

し
、
同
じ
火
山
灰
層
の
下
か
ら
は
旧
石
器
時
代
後
期
の
細
石
器

と
、
こ
れ
に
共
伴
し
て
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
た
土
器
片
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
の
土
器
は
日
本
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
長
崎
県
泉
福

寺
遺
跡
出
土
の
豆
粒
文
土
器
に
、
施
文
法
が
類
似
し
て
お
り
、
本

県
出
土
の
草
創
期
の
土
器
と
し
て
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

加
治
屋
園
遺
跡
と
谷
一
つ
隔
て
た
西
南
方
に
あ
る
鹿
児
島
市
川

上
町
加
栗
山
遺
跡
も
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
っ
て
県
教

育
委
員
会
が
昭
和
五
十
年
に
調
査
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡

は
舌
状
台
地
に
あ
り
、
調
査
は
一
万
平
方
キ
ロ
㍍
の
遺
跡
全
面
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 

調
査
の
結
果
、
最
下
層
か
ら
は
旧
石
器
時
代
後
期
の
遺
物
群
、

中
層
か
ら
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
集
落
址
、
上
層
か
ら
は
、
中
世

の
山
城
址
が
発
見
さ
れ
た
。
特
に
縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
中
央
に

広
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
と
り
囲
む
よ
う
に
、
一
六
基
の
竪
穴
住
居

址
と
七
七
基
の
土
壙
が
配
置
さ
れ
た
完
全
な
集
落
址
で
あ
っ
た
。

 

こ
の
外
カ
ル
デ
ラ
壁
上
に
は
、
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
が
、
松
元

町
で
は
、
仁
田
尾
西
の
原
・
木
ケ
暮
・
屋
村
・
小
原
迫
・
桟
敷
原

・
城
な
ど
の
諸
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
小
原
迫
は
押
形
文
土

器
・
条
痕
文
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
松
元
町
で
は
、
最
も
古
い
時

期
に
属
し
、
木
ケ
暮
遺
跡
は
縄
文
後
期
に
属
す
る
遺
跡
と
し
て
、

唯
一
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、

現
在
の
所
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

永
田
川
の
上
流
地
域
は
、
下
刻
作
用
に
よ
っ
て
深
く
狭
い
谷
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
谷
の
側
面
は
急
斜
面
を
な
し
、
シ
ラ
ス
台
地

特
有
の
断
崖
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
地
肌
む
き
だ
し
の
崖
面
も
多

い
。
谷
底
に
は
、
狭
い
平
地
が
で
き
、
水
田
耕
作
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。 

 

遺
跡
は
、
谷
に
望
む
台
地
の
縁
辺
部
と
、
谷
底
平
地
に
の
び
る

低
い
舌
状
台
地
に
立
地
す
る
が
、
後
者
の
数
は
少
な
い
。
こ
の
う

ち
台
地
上
に
立
地
す
る
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
乃
至

な

い

し

古
墳
時
代
の
も

の
で
、
谷
底
平
地
の
も
の
は
弥
生
時
代
と
縄
文
時
代
で
あ
る
。

 

台
地
上
に
立
地
す
る
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
、
従
来
、
弥

生
土
器
と
記
録
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
成
川
式
と
呼
ば

れ
る
土
器
で
、
そ
の
後
の
研
究
で
古
墳
時
代
に
属
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
台
地
上
で
は
水
田
耕
作
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
一
方
で
は
、
谷
底
平
野
に
弥
生
遺
跡
が
立
地
し
た
の
は
水

田
耕
作
に
適
す
る
低
湿
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

最
近
の
分
布
調
査
に
よ
る
と
、
町
北
部
の
畑
地
で
縄
文
時
代
早

期
の
石
坂
式
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
石
谷
川
水
系
に
も
古
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い
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  

木
ケ
暮
遺
跡 

 

木
ケ
暮
遺
跡
は
松
元
町
と
鹿
児
島
市
西
別
府
町
の
境
に
あ
る
。

発
掘
が
行
わ
れ
た
当
時
は
、
上
伊
集
院
町
・
鹿
児
島
市
・
谷
山
町

の
三
行
政
区
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
西
武
田
の
谷
と
上
伊
集
院
の

谷
に
挟
ま
れ
て
、
饅
頭
石
原
の
高
原
が
あ
り
、
そ
の
北
端
に
存
在

し
た
。
細
田
口
～
仁
田
尾
間
の
農
道
新
設
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
四
月
、
筆
者
が
発
掘
調
査
を
行
っ

た
。 

１ 

遺
跡
の
状
況 

 

遺
跡
地
は
饅
頭
石
高
原
の
北
端
で
、
台
地
か
ら
谷
へ
の
傾
斜
面

に
か
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
調
査
は
台
地
の
縁
辺
か
ら
、
斜
面

へ
移
り
変
わ
っ
た
斜
面
で
、
上
下
を
農
道
で
囲
ま
れ
た
細
長
い
荒

地
に
つ
い
て
行
っ
た
。
発
掘
の
範
囲
は
幅
二
㍍
、
長
さ
一
五
㍍

で
、
地
層
は
、
三
層
に
分
か
れ
、
表
層
は
黒
色
の
腐
植
土
で
、
厚

さ
が
二
三
㌢
乃
至
二
六
㌢
あ
り
、
無
遺
物
層
で
あ
る
。 

 

第
二
層
は
黄
褐
色
で
、
厚
さ
は
三
二
㌢
あ
り
、
遺
物
包
含
層
で

あ
る
。 

 

第
三
層
は
黄
色
の
土
層
で
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
遺
物
は
ほ
と

ん
ど
含
ん
で
い
な
い
。 

第
二
節 

遺 
 

跡 
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こ
の
遺
跡
は
台
地
上
に
集
落
が
あ
っ
て
、
谷
に
む
か
っ
て
遺
物

を
投
棄
し
た
際
に
、
堆
積
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
遺
物
の

出
土
量
は
相
当
豊
富
で
あ
り
、
土
器
の
種
類
は
単
一
で
、
単
純
遺

跡
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

２ 

遺 

物 

 

石
器
と
し
て
は
、
石
弾
、
叩
石
、
石
皿
破
片
を
出
土
し
た
だ
け

で
、
石
斧
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
外
に
北
下
方
の
谷
で
、
農
道
工

事
の
時
に
出
土
し
た
と
思
わ
れ
る
石
皿
破
片
、
石
弾
な
ど
が
発
見

さ
れ
た
。
ま
た
西
方
に
隣
接
し
た
開
墾
地
か
ら
は
、
定
角
式
石
斧

一
個
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
両
面
に
段
を
有
す
る
特
殊
な
物
で

あ
っ
た
。 

 

土
器 

出
土
す
る
土
器
は
、
縄
文
後
期
の
も
の
で
、
主
と
し
て

指
宿
式
土
器
を
出
土
す
る
が
、
極
少
量
の
市
来
式
土
器
も
出
土
し

て
い
る
。 

 

①
市
来
式
土
器 

表
層
（
第
一
層
）
か
ら
一
一
片
の
市
来
式
土

器
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
市
来
式
土
器
は
、
市
来
貝
塚
か
ら
出

土
す
る
土
器
を
標
式
と
す
る
も
の
で
、
深
鉢
形
、
平
底
の
土
器

で
、
波
状
口
縁
と
平
坦
な
口
縁
を
も
つ
も
の
と
が
あ
る
。
口
縁
部

の
断
面
が
三
角
形
を
呈
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

文
様
は
、
口
縁
部
の
肥
厚
し
た
部
分
に
施
さ
れ
、
貝
殻
・
箆
を

施
文
具
と
し
、
浅
い
凹
線
文
と
貝
殻
の
縁
に
よ
る
押
圧
文
を
組
合

せ
た
物
で
あ
る
。 
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ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
殻
を
用
い
て
、
器
面
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

 
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
破
片
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
た
物
は
出
土
し

て
い
な
い
が
、
下
層
か
ら
出
土
す
る
指
宿
式
土
器
と
の
層
序
関
係

は
、
縄
文
後
期
の
編
年
に
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

 

②
指
宿
式
土
器 

本
遺
跡
出
土
の
土
器
の
内
で
、
主
体
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
指
宿
市
十
二
町
下
里
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
下
層
出
土

の
土
器
を
標
式
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
に
第
二
層
か
ら
出
土

し
、
基
盤
の
第
三
層
上
部
に
食
い
込
ん
で
出
土
す
る
も
の
が
極
少

量
見
ら
れ
た
。 

 

土
器
は
、
黒
褐
色
の
色
調
を
呈
し
、
器
面
は
粗
鬆
で
あ
る
。
器

形
は
深
鉢
形
平
底
で
口
縁
部
は
波
状
口
縁
と
平
坦
な
口
縁
と
の
二

と
お
り
が
あ
り
、
頸
部
で
し
ま
っ
て
外
反
す
る
も
の
と
、
直
口
と

の
タ
イ
プ
が
見
ら
れ
る
。
波
状
口
縁
と
平
坦
口
縁
と
の
割
り
合
い

は
ほ
ぼ
同
率
で
あ
り
、
波
状
口
縁
で
は
山
形
の
隆
起
部
が
四
カ
所

の
も
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
三
カ
所
の
も
の
も
あ
る
。
口
縁
部
に

釣
り
手
状
の
凸
起
を
有
す
る
も
の
も
一
例
見
ら
れ
た
。 

 

指
宿
式
の
文
様
は
、
従
来
二
平
行
曲
線
文
と
さ
れ
て
き
た
が
、

本
遺
跡
や
、
谷
山
地
区
の
平
川
遺
跡
で
は
、
曲
線
文
の
ほ
か
に
直

線
文
も
出
土
し
て
い
る
。
本
遺
跡
に
お
け
る
曲
線
文
を
施
す
土
器

と
直
線
文
を
施
す
土
器
と
の
比
率
は
五
三
対
三
四
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
器
形
な
ど
の
面
で
は
差
異
は
認
め
ら
れ
な

い
。 

 

文
様
は
口
縁
部
に
集
約
さ
れ
て
施
さ
れ
て
い
る
外
、
口
縁
内
面

に
も
施
文
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
数
は
全
体
の
土
器
の
一
五

㌫
に
達
し
て
お
り
、
波
状
口
縁
の
器
形
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

内
面
の
文
様
は
、
す
べ
て
曲
線
文
で
あ
る
。 

 

土
器
の
底
部
に
は
特
徴
が
あ
り
、
網
代
底
の
も
の
が
三
〇
㌫
を

占
め
、
木
葉
の
圧
痕
を
有
す
る
土
器
も
二
例
発
見
さ
れ
て
い
る
。

内
一
個
は
網
状
の
葉
脈
痕
と
、
鋸
歯
状
の
縁
辺
が
認
め
ら
れ
、

「
ハ
ル
ニ
レ
」
の
葉
を
使
用
し
、
他
の
一
個
は
平
行
し
た
葉
脈
痕

が
見
ら
れ
、
「
ケ
ヤ
キ
」
の
葉
を
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
木

の
葉
の
圧
痕
を
有
す
る
土
器
は
、
桜
島
町
の
武
貝
塚
で
も
発
見
さ

れ
て
お
り
、
縄
文
後
期
に
は
、
木
の
葉
を
敷
い
て
土
器
の
製
作
を

行
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

土
器
製
作
に
、
貝
殻
を
用
い
て
器
面
調
整
を
行
う
手
法
は
、
市

来
式
土
器
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
指
宿
式
土
器
で
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
遺
跡
お
よ
び
平
川
遺
跡
に
お
い
て
は
、
貝
殻

に
よ
る
器
面
調
整
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
遺
跡
の
場
合
は
全
体
の

四
七
㌫
を
占
め
て
い
る
。
直
線
的
な
文
様
を
有
す
る
土
器
に
は
、

貝
殻
に
よ
る
器
面
調
整
が
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
直
線
文
の
出

現
と
、
貝
殻
に
よ
る
器
面
調
整
の
手
法
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
関

係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

文
様
の
な
か
で
、
と
く
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
篦
が
き
の
二

平
行
線
文
の
間
に
、
貝
殻
の
縁
を
密
接
に
押
圧
し
た
偽
似
磨
消
縄



 

73 

 

文
の
出
現
で
あ
る
。
瀬
戸
内
か
ら
伝
播
し
た
磨
消
縄
文
の
影
響
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
指
宿
式
の
文
様
に
、
磨
消
縄
文
を

施
し
た
土
器
が
、
鹿
児
島
市
福
昌
寺
遺
跡
や
、
春
日
町
遺
跡
か
ら

出
土
し
て
い
る
。 

 

③
無
文
土
器 

指
宿
式
に
属
す
る
無
文
土
器
が
、
一
七
個
体
、

八
㌫
出
土
し
て
い
る
。 

 

④
そ
の
他
の
土
器 

指
宿
式
土
器
と
共
伴
す
る
、
磨
消
縄
文
土

器
二
個
の
ほ
か
、
第
二
層
か
ら
阿
高
式
土
器
一
片
、
出
水
式
土
器

一
片
、
口
縁
部
に
刻
み
目
を
つ
け
、
口
縁
部
に
沿
っ
て
幅
の
ひ
ろ

い
凹
線
を
平
行
に
施
文
し
た
土
器
片
七
個
が
出
土
し
て
い
る
。
以

上
の
中
で
、
最
後
に
上
げ
た
土
器
は
「
岩
崎
上
層
式
土
器
」
で
あ

る
。 

 

以
上
、
木
ケ
暮
遺
跡
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
遺
跡
は
姶
良

カ
ル
デ
ラ
壁
に
望
む
高
原
に
立
地
す
る
縄
文
後
期
の
集
落
の
一
部

で
あ
っ
て
、
出
土
遺
物
の
中
に
阿
高
式
土
器
や
出
水
式
土
器
・
岩

崎
上
層
式
土
器
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
型
式
と

の
関
連
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
遺
跡
の
主
体
を
成
す
指

宿
式
土
器
は
、
岩
崎
上
層
式
土
器
に
後
続
す
る
も
の
で
、
出
水
式

土
器
と
は
平
行
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
市
来
式
土
器
と
の
層
序
関
係
か

ら
、
指
宿
式
土
器
が
市
来
式
土
器
に
先
行
す
る
事
も
明
ら
か
で
あ

る
。
市
来
式
土
器
が
、
極
少
量
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、



 

74 

 
こ
こ
に
住
ん
だ
市
来
人
た
ち
は
、
ま
も
な
く
ほ
か
へ
移
り
住
ん
だ

も
の
で
あ
ろ
う
。
（
河
口
貞
徳
「
南
九
州
に
お
け
る
縄
文
式
文
化

の
研
究
」
鹿
児
島
県
考
古
学
会
紀
要
第
三
号
） 

小
原
迫
遺
跡 

 

上
床
小
原
迫
一
四
二
九
。
上
伊
集
院
駅
よ
り
南
へ
約
二
キ
ロ

㍍
、
鹿
児
島
市
五
ケ
別
府
と
の
境
に
あ
る
。
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
に

位
置
し
、
標
高
二
三
〇
㍍
で
、
南
と
北
の
小
丘
に
挟
ま
れ
た
鞍
部

に
立
地
し
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
七
年
の
調
査
当
時
は
、
開
墾
後
で
赤
土
と
黒
土
の
混

じ
っ
た
畑
地
で
あ
っ
た
。
中
央
が
小
高
く
、
断
面
に
現
れ
た
地
層

で
は
、
地
表
下
約
一
㍍
の
黒
褐
色
層
が
遺
物
包
含
層
で
あ
る
。

 

遺
物
と
し
て
は
、
石
斧
・
石
鏃
・
石
皿
各
一
個
の
ほ
か
、
押
型

文
土
器
・
貝
殻
条
痕
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

遺
物
包
含
層
は
ア
カ
ホ
ヤ
層
の
下
の
黒
褐
色
粘
質
土
と
思
わ
れ

る
。
縄
文
早
期
の
遺
跡
で
、
本
町
で
は
、
最
も
古
い
部
類
に
属
す

る
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
蜜
柑
畑
と
な
っ
て
い
る
。
（
昭
和
三
十

七
年
、
河
野
治
雄
調
査) 

東
部
崖
端
地
域
の
諸
遺
跡 

 

以
上
に
上
げ
た
遺
跡
以
外
で
は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
遺
跡
に

つ
い
て
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
い
ず
れ
も
古
墳
時
代
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。
恐
ら
く
弥
生
文
化
は
こ
の
台
地
上
に
は
、
定
着
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

東
昌
寺
遺
跡 

 

松
元
町
直
木
東
昌
寺
字
宮
田
五
〇
一
一
番
地
～
五
〇
一
二
番

地
、
若
松
秋
吉
氏
所
有
地
で
あ
る
。
永
田
川
が
、
シ
ラ
ス
台
地
を

浸
食
し
て
出
来
た
谷
頭
低
地
に
延
び
た
、
舌
状
台
地
の
先
端
部
に

立
地
す
る
。 

 

遺
跡
は
若
松
氏
が
、
宅
地
に
続
く
荒
れ
地
と
山
林
を
開
墾
し
た

こ
と
が
導
因
と
な
っ
て
、
当
時
上
伊
集
院
中
学
校
の
教
諭
中
原
尚

文
氏
及
び
松
崎
良
博
氏
が
発
見
し
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
筆
者
が

発
掘
調
査
を
行
っ
た
。 

１ 

遺
跡
の
状
況 

 

遺
跡
地
は
、
永
田
川
が
牟
田
に
源
を
発
し
て
北
流
し
、
山
方
の

辺
で
、
大
き
く
湾
曲
し
西
へ
流
れ
を
変
え
る
あ
た
り
、
南
か
ら
北

に
向
か
っ
て
張
出
し
た
舌
状
台
地
の
先
端
に
立
地
し
て
い
る
。
標

高
は
一
三
七
㍍
、
周
辺
の
水
田
面
か
ら
の
比
高
は
七
㍍
で
あ
る
。

地
形
は
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
台
地
の
北
東
隅

に
若
松
氏
の
宅
地
が
あ
る
。
調
査
は
住
宅
に
西
隣
す
る
開
墾
地
に

つ
い
て
行
っ
た
。
地
形
の
傾
斜
に
沿
っ
て
南
北
方
向
に
幅
二
㍍
、

長
さ
八
㍍
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
二
㍍
ご
と
に
区
画
し
て
、
調
査

単
位
と
し
、
南
よ
り
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
区
と
し
て
発
掘
を
行
い
、

更
に
Ⅱ
区
を
基
点
と
し
て
、
西
方
向
へ
幅
二
㍍
、
長
さ
六
㍍
の
ト

レ
ン
チ
を
増
設
し
た
が
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
遺
物

は
出
土
し
な
か
っ
た
。 
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地
層
は
、
第
一
層
は
黒
色
土
層
で
、
厚
さ
は
三
五
㌢
あ
り
、
遺

物
包
含
層
で
あ
る
。
第
二
層
は
黄
褐
色
土
層
で
基
盤
と
思
わ
れ

た
。
調
査
の
結
果
Ⅰ
区
と
Ⅱ
区
に
は
、
芋
貯
蔵
用
と
思
わ
れ
る
穴

が
、
基
盤
下
七
五
㌢
の
深
さ
に
掘
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
遺
物
包
含

層
は
耕
作
に
よ
っ
て
相
当
撹
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
Ⅰ
・
Ⅱ
区
に
は

保
存
状
況
の
よ
い
部
分
も
あ
っ
た
。
遺
物
は
新
設
の
西
ト
レ
ン
チ

を
除
き
各
区
に
、
弥
生
前
期
の
土
器
を
主
と
し
て
出
土
し
、
Ⅳ
区

で
は
縄
文
土
器
も
出
土
し
た
。 

 

第
二
層
の
黄
褐
色
層
は
、
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
ア
カ
ホ
ヤ
層

と
考
え
ら
れ
る
が
、
縄
文
土
器
の
中
に
は
ア
カ
ホ
ヤ
層
以
下
に
し

か
存
在
し
な
い
土
器
も
含
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、

開
墾
時
ま
た
は
芋
穴
作
り
の
際
に
、
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

２ 

遺 

物 

 

若
松
氏
が
耕
作
中
に
集
め
た
遺
物
に
は
、
弥
生
前
期
の
土
器
、

の
ほ
か
、
縄
文
後
期
の
市
来
式
土
器
・
御
領
式
土
器
・
刺
突
文
土

器
・
貝
殻
条
痕
文
土
器
・
貝
殻
の
縁
で
押
圧
し
た
文
様
を
有
す
る

土
器
・
縄
状
の
凸
帯
を
貼
付
す
る
土
器
な
ど
の
縄
文
土
器
。 

 

径
七
㌢
の
小
形
銅
鏡
二
面
（
二
面
の
う
ち
、
文
様
の
あ
る
一
面

は
学
校
に
保
管
し
て
い
る
た
め
、
見
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
）
古

墳
時
代
の
須
恵
器
な
ど
が
見
ら
れ
た
。 

 

発
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
遺
物
も
、
同
様
の
物
で
あ
っ
た
。
次
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に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。 

 
① 

縄
文
式
土
器 

 
円
筒
形
条
痕
文
土
器 

円
筒
形
平
底
の
土
器
で
、
口
縁
部
は
平

坦
で
あ
る
。
器
壁
は
厚
く
一
・
一
～
一
・
二
㌢
あ
り
、
口
縁
部
か
ら

胴
部
に
か
け
て
、
ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
殻
を
施
文
具
と
し
て
、
波
状

の
条
痕
文
を
め
ぐ
ら
す
。
口
唇
部
は
丸
み
を
有
し
内
面
は
篦
磨
き

し
て
平
滑
で
あ
る
。
胎
土
に
白
粒
子
を
含
む
。
小
山
遺
跡
や
石
峰

遺
跡
に
出
土
す
る
円
筒
形
条
痕
文
土
器
に
類
す
る
も
の
で
、
縄
文

早
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
第
46
図
１)

。 

 

押
型
文
土
器 

山
形
押
型
文
土
器
で
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色

で
、
胎
土
に
白
粒
子
を
含
み
、
器
壁
は
厚
く
一
・
三
五
㌢
余
り
で

あ
る
。
前
述
の
円
筒
形
条
痕
文
土
器
に
平
行
す
る
時
期
で
、
縄
文

早
期
に
属
す
る
（
第
46
図
２)

。 

 

曽
畑
式
土
器 

熊
本
県
曽
畑
貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る

土
器
型
式
で
あ
る
。
本
遺
跡
出
土
の
土
器
は
、
口
縁
部
で
、
や
や

外
反
し
口
唇
部
は
平
坦
で
外
傾
し
て
い
る
。
文
様
は
、
口
縁
部
に

は
平
行
沈
線
、
口
唇
部
と
口
縁
部
内
面
に
は
連
点
文
を
施
し
て
い

る
。
器
壁
は
薄
く
約
八
㍉
で
、
胎
土
は
粒
子
が
細
か
く
、
雲
母
・

白
粒
子
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
、
色
調
は
黄
褐
色
で
あ
る
。
縄

文
前
期
後
葉
に
属
す
る
（
第
46
図
３)

。 

 

春
日
式
土
器 

春
日
遺
跡
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
土
器
型

式
で
あ
る
。
本
遺
跡
か
ら
二
片
出
土
し
て
い
る
。
口
縁
部
が
キ
ャ

リ
ッ
パ
ー
型
に
内
湾
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
一
片
は
そ
の
特

徴
を
示
し
て
い
る
。
器
壁
は
い
ず
れ
も
薄
く
六
～
七
㍉
で
あ
る
。
器

面
は
内
外
と
も
、
浅
く
細
い
貝
殻
条
痕
で
調
整
さ
れ
、
文
様
は
沈
線

と
連
点
文
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
色
調
は
黒
褐
色
及
至
黄
褐
色
で
焼

成
は
良
好
で
あ
る
。
縄
文
前
期
後
葉
に
属
す
る(

第
46
図
４
・
５)

。
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平
栫
式
土
器 

平
栫
貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
土
器
型

式
で
あ
る
。
小
片
で
あ
る
が
、
口
縁
部
で
あ
る
た
め
に
、
平
栫
式

土
器
の
特
徴
を
良
く
示
し
て
い
る
。
波
状
口
縁
の
部
分
で
、
口
縁

部
に
二
条
の
刻
み
目
の
あ
る
細
隆
帯
と
、
一
条
の
沈
線
文
を
施

し
、
口
唇
部
に
は
刻
み
目
が
み
ら
れ
る
。
黄
褐
色
で
焼
成
は
よ

い
。
縄
文
前
期
前
葉
に
属
す
る
（
第
47
図
１)

。 

 

貝
縁
押
圧
文
土
器 
第
47
図
２
に
示
す
土
器
で
、
型
式
名
は
付

い
て
い
な
い
。
や
や
外
反
す
る
平
坦
な
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

口
唇
部
は
平
坦
で
外
傾
し
、
器
形
は
円
筒
形
か
と
も
推
測
さ
れ

る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
、
白
色
の
粒
子
と
雲
母
を
わ
ず
か
に

含
む
。
器
壁
は
厚
さ
七
㍉
あ
り
、
色
調
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
焼
成

は
良
好
で
あ
る
。
文
様
は
、
貝
殻
を
施
文
具
と
し
て
、
口
縁
部
に

沿
っ
て
綾
杉
状
に
沈
線
文
を
施
し
、
そ
の
上
に
重
ね
て
貝
殻
腹
縁

に
よ
る
押
圧
文
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
施
文
法
・
器
形
か
ら
見

て
縄
文
早
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

偽
似
縄
文
土
器 

第
47
図
３
に
示
す
土
器
で
あ
る
。
口
縁
部
に

近
い
部
分
の
破
片
で
あ
る
。
器
壁
は
薄
く
五
～
六
㍉
で
、
胎
土
に

は
白
色
の
粒
子
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
、
色
調
は
黒
褐
色
で
あ

る
。
文
様
は
貝
殻
と
思
わ
れ
る
櫛
状
の
施
文
具
を
用
い
て
、
一

見
、
斜
行
縄
文
と
見
誤
る
よ
う
な
文
様
を
施
し
て
い
る
。
志
布
志

町
柳
遺
跡
に
お
い
て
も
類
似
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

縄
文
早
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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指
宿
式
土
器 

指
宿
市
橋
牟
礼
川
遺
跡
、
下
層
出
土
の
土
器
を

標
式
と
す
る
土
器
型
式
で
あ
る
。
第
48
図
１
・
２
に
示
す
土
器
で

あ
る
。
波
状
口
縁
と
平
坦
な
口
縁
と
が
あ
り
、
深
鉢
形
平
底
の
器

形
で
、
口
縁
部
に
二
平
行
曲
線
文
ま
た
は
直
線
文
を
め
ぐ
ら
し
、

波
状
口
縁
の
場
合
に
は
、
山
形
隆
起
部
の
内
面
に
施
文
す
る
も
の

も
見
ら
れ
る
。
本
町
で
は
木
ケ
暮
遺
跡
か
ら
多
量
出
土
し
て
い

る
。
縄
文
後
期
前
葉
に
属
す
る
。 

 

市
来
式
土
器 

市
来
貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
土
器
型

式
で
あ
る
。
第
48
図
３
・
４
に
示
す
土
器
で
あ
る
。
深
鉢
形
平
底

の
土
器
で
、
波
状
口
縁
と
平
坦
な
口
縁
の
も
の
と
が
あ
る
。
口
縁

部
の
断
面
が
三
角
形
を
呈
す
る
の
が
特
徴
で
、
三
角
形
に
肥
厚
し

た
部
分
が
文
様
帯
に
な
っ
て
い
る
。
器
面
調
整
や
施
文
具
と
し
て

貝
殻
が
多
用
さ
れ
で
い
る
。
４
の
土
器
は
口
縁
部
の
破
片
で
、
色

調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
表
面
の
文
様
帯
に
は
貝
殻
の
縁
に
よ
る
、

刺
突
文
の
み
を
施
し
て
お
り
、
市
来
式
と
し
て
は
古
い
タ
イ
プ
で

あ
る
。
３
の
土
器
は
口
縁
部
の
下
に
続
く
部
分
の
破
片
で
あ
る
。

一
部
に
貝
殻
に
よ
る
刺
突
文
が
見
え
る
の
は
、
文
様
帯
の
外
ま
で

施
文
し
た
も
の
で
、
新
し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

色
調
は
黒
褐
色
で
あ
る
。 

 

第
48
図
５
・
６
の
土
器 

５
の
土
器
は
、
口
径
一
二
㌢
、
高
さ

一
〇
・
三
㌢
の
深
鉢
形
平
底
、
無
文
土
器
で
あ
る
。
胎
土
は
粒
子

が
わ
り
に
細
か
で
、
白
色
の
粒
子
を
混
じ
、
焼
成
は
良
く
、
器
壁
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は
○
・
九
～
一
・
一
㌢
あ
っ
て
厚
い
。
色
調
は
紅
褐
色
で
あ
る
。
土

器
外
面
は
風
食
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。 

 
６
の
土
器
は
、
幅
七
㌢
、
高
さ
五
㌢
、
厚
さ
○
・
九
㌢
の
破
片
で

あ
る
。
胎
土
は
粒
子
が
わ
り
に
細
か
で
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

表
面
は
灰
褐
色
、
裏
面
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
文
様
は
浅
い
沈
線

を
、
左
右
か
ら
斜
行
し
て
密
接
に
施
文
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
貝

殻
に
よ
る
器
面
調
整
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
共
に
縄
文
土
器
と
見
ら

れ
る
。 

 

第
49
図
１
の
土
器 

口
縁
部
が
肥
厚
し
て
文
様
帯
を
成
す
土
器

で
あ
る
。
文
様
帯
に
は
、
四
条
の
や
や
湾
曲
し
た
沈
線
文
を
施

し
、
沈
線
内
に
、
刺
突
を
加
え
た
部
分
が
見
ら
れ
る
。
口
唇
部
と

文
様
帯
の
下
の
縁
に
刻
み
目
を
施
す
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
わ

ず
か
に
雲
母
を
含
み
、
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
貝
殻
に
よ
っ

て
器
面
調
整
し
、
後
な
で
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。
縄
文
土
器
で

は
あ
る
が
、
型
式
名
は
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
に
つ
い
て
も

確
定
す
る
資
料
が
現
在
の
所
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

黒
川
式
土
器 

第
49
図
２
・
３
に
示
す
土
器
で
あ
る
。
黒
川
洞

穴
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
型
式
で
あ
る
。
精
製
土
器
と
粗
成

土
器
と
が
あ
る
が
、
２
・
３
の
土
器
は
精
製
土
器
で
あ
る
。
浅
鉢

形
土
器
の
口
縁
部
で
、
内
外
に
沈
線
を
施
す
。
胎
土
は
粒
子
が
細

か
で
器
面
は
研
磨
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
黒
色
の
物
が
多
い
が
、

本
例
は
黄
褐
色
で
あ
る
。
縄
文
晩
期
に
属
す
る
。
３
の
土
器
も
同

時
期
と
思
わ
れ
る
。 

 

夜
臼
式
土
器 

福
岡
県
夜
臼
遺
跡
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る

土
器
型
式
で
あ
る
。
第
49
図
４
～
６
に
示
す
土
器
で
、
口
縁
部
に

刻
み
目
の
あ
る
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。
５
の
土
器

は
凸
帯
が
や
や
さ
が
っ
た
位
置
に
あ
り
、
直
口
の
深
鉢
で
、
器
壁

は
厚
く
一
㌢
あ
り
、
器
面
に
貝
殻
に
よ
る
調
整
の
痕
が
見
ら
れ

る
。
６
の
土
器
は
浅
鉢
形
で
器
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
７
の
土

器
は
断
面
三
角
形
の
細
い
凸
帯
を
、
口
縁
部
に
沿
っ
て
め
ぐ
ら

し
、
そ
の
位
置
は
三
者
の
う
ち
で
、
最
も
口
唇
部
に
近
い
位
置
に

貼
付
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
、
東
昌
寺
遺
跡
出
土
の
縄
文
土
器
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
発
掘
面
積
が
狭
い
た
め
に
、
遺
物
の
出
土
量
は
少
な
い
も
の

の
、
時
代
は
縄
文
早
期
か
ら
晩
期
ま
で
、
中
期
を
除
き
、
こ
と
ご

と
く
網
羅
し
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
が
長
期
に
わ
た
る
生
活
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

② 

弥
生
式
土
器 

 

壺
形
土
器 

第
50
図
１
・
２
に
示
す
土
器
で
あ
る
。
１
は
頸
部

か
ら
胴
部
へ
移
行
す
る
部
分
の
破
片
で
あ
る
。
頸
部
と
胴
部
の
境

に
は
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
、
胴
部
は
一
段
高
く
な
り
こ
の
部
分
に
も

二
条
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
胎
土
は
粒
子
が
細
か
で
、
器

壁
は
厚
さ
九
㍉
あ
り
、
器
面
は
篦
磨
き
し
、
色
調
は
紅
褐
色
で
焼

成
は
よ
い
。
胴
部
が
は
り
頸
部
か
ら
口
縁
部
へ
し
ま
っ
て
、
口
縁
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端
で
外
反
す

る
平
底
の
壺

形
土
器
で
、

前
期
前
葉
の

時
期
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
の
土
器

は
、
壺
形
土

器
の
口
縁
部

破
片
で

あ

る
。
頸
部
か

ら
口
縁
部
へ

し
ま
っ
て
外

反
す
る
部
分

で
、
内
面
に

断
面
三
角
形

の
凸
帯
を
め

ぐ
ら
し
て
い
る
。
胎
土
に
白
色
の
粒
子
を
含
み
、
焼
成
は
よ
く
、

色
調
は
黒
褐
色
で
、
器
面
は
篦
磨
き
さ
れ
て
い
る
。
前
期
前
葉
の

時
期
に
属
す
る
平
底
の
壺
形
土
器
で
あ
る
。 

 

甕
形
土
器 

第
51
図
～
第
55
図
に
示
す
土
器
の
内
一
部
を
除

き
、
す
べ
て
甕
形
土
器
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
前
期
に
属
す
る
が
、

時
期
に
は
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
第
51
図
に
示
す
土
器
は
一
見
、

二
条
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
見
え
る
が
、
上
部
は
外
傾
す
る

口
唇
部
の
稜
線
に
刻
み
目
を
施
し
た
も
の
で
、
下
部
は
頸
部
か
ら

胴
部
へ
移
行
す
る
部
分
に
段
を
つ
く
り
こ
れ
に
刻
み
目
を
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
器
形
は
胴
部
の
張
り
が
弱
く
、
口
縁
部
は
外
反
す
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る
平
底
の
土

器
で
あ
る
。

高
橋
Ⅰ
式
に

属
し
前
期
前

葉
の
時
期
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
52
図
１

・
２
の
土
器

は
二
条
の
薄

い
刻
み
目
凸

帯
を
め
ぐ
ら

す
も
の
で
あ

る
。
口
唇
部

に
狭
い
平
坦

面
を
有
し
、

内
側
へ
も
わ

ず
か
に
張
出

し
が
見
ら
れ
る
。
胴
部
の
張
ら
な
い
平
底
の
土
器
で
あ
る
。
前
期

に
属
す
る
が
、
前
者
よ
り
新
し
い
時
期
と
思
わ
れ
る
。 

 

３
の
土
器
は
、
口
縁
部
に
め
ぐ
ら
す
刻
み
目
凸
帯
の
位
置
が
わ

ず
か
に
下
が
り
気
味
で
胴
部
は
や
や
は
る
器
形
で
あ
る
。 

 

第
53
図
１
に
示
す
土
器
は
、
蒲
鉾
状
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
二

叉
の
施
文
具
を
用
い
て
、
浅
い
刻
み
目
を
施
し
て
い
る
。
円
い
棒

状
の
粘
土
紐
を
、
口
縁
部
に
貼
付
し
た
も
の
で
、
夜
臼
式
に
近

い
。
２
・
６
・
８
・
９
の
土
器
は
断
面
三
角
形
の
刻
み
目
凸
帯



 

82 

 

を
、
口
縁
部
に
め
ぐ
ら
す
も
の
で
、
凸
帯
の
付
着
す
る
位
置
が
下

が
り
気
味
で
、
前
期
前
葉
に
属
す
る
時
期
と
思
わ
れ
る
。 

 

３
・
５
・
７
の
土
器
は
凸
帯
を
貼
付
せ
ず
、
直
接
口
唇
部
に
刻

み
目
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
期
前
葉
に
属
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。 

４
の
土
器

は
、
口
縁
部

が
強
く
外
反

し
、
口
唇
部

に
刻
み
目
を

施
す
も
の

で
、
頸
部
と

胴
部
と
の
境

に
も
刻
み
目

凸
帯
を
め
ぐ

ら
し
て
い

る
。
前
期
の

土
器
で
あ

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
54
図 

１

～
３
に
示
す

土
器
は
、
い
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ず
れ
も
二
条
の
刻
み
目
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
土
器
で
あ
る
。 

 
１
と
３
の
土
器
は
口
縁
部
上
面
が
水
平
で
、
幅
が
狭
い
が
、
２

の
土
器
は
、
口
縁
部
上
面
は
や
や
外
傾
し
、
幅
は
前
者
よ
り
広

い
。
１
・
３
の
土
器
は
前
期
前
葉
に
属
す
る
が
、
２
の
土
器
は
胴

部
の
張
り
も
見
ら
れ
、
前
二
者
よ
り
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

第
55
図
１
～
10
に
示
す
土
器
は
刻
み
目
凸
帯
を
め
ぐ
ら
す
平
底

の
甕
形
土
器
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
１
～
３
・
５
・
10
の
土
器
は
、

口
縁
部
上
面
が
平
坦
で
比
較
的
に
幅
が
広
い
が
、
４
・
６
～
９
の

土
器
は
、
口
縁
部
上
面
の
幅
が
狭
く
、
６
・
８
・
９
の
土
器
は
特

に
口
縁
部
上
面
が
外
傾
し
て
、
古
い
タ
イ
プ
と
見
ら
れ
る
。
以
上

の
第
55
図
に
上
げ
た
土
器
は
、
い
ず
れ
も
前
期
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 

第
54
図
４
～
７
に
示
す
土
器
は
、
い
ず
れ
も
底
部
で
あ
る
が
、

質
が
緻
密
で
焼
成
が
よ
く
、
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
前
に
上
げ

た
甕
形
土
器
に
類
似
し
て
い
る
。
内
面
を
み
る
と
、
壁
面
か
ら
底

面
へ
の
移
行
部
分
に
、
境
界
線
が
見
ら
れ
ず
、
曲
線
を
な
し
て

下
っ
て
い
る
。 

 

５
の
土
器
は
外
面
に
篦
磨
き
が
見
ら
れ
、
４
に
も
研
磨
の
痕
が

あ
る
。
６
は
底
部
外
面
に
指
の
圧
痕
が
著
し
く
、
４
に
も
若
干
見

ら
れ
る
。
５
は
煮
沸
の
痕
跡
が
明
瞭
で
甕
形
土
器
の
底
部
で
あ
る

事
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
も
同
類
と
思
わ
れ
る
。
す
べ
て
前
期

の
土
器
で
あ
る
。 

 

東
昌
寺
遺
跡
は
、 

鹿
児
島
県
に
お
い
て
、 

発
掘
に
よ
っ
て
弥
生 

前
期
の
土
器
を
出
土 

し
た
最
初
の
遺
跡
で 

あ
る
。
高
橋
貝
塚
が 

有
名
に
な
り
、
最
初 

に
発
見
さ
れ
た
遺
跡 

の
よ
う
に
考
え
ら
れ 

て
い
る
が
、
実
は
高 

橋
貝
塚
の
発
掘
よ
り 

も
十
年
も
前
に
発
掘 

さ
れ
て
い
た
の
で
あ 

る
。
当
時
の
弥
生
前 

期
に
対
す
る
認
識
が 

充
分
で
な
か
っ
た
事 

と
、
調
査
面
積
が
狭 

く
出
土
遺
物
の
量
が 

少
な
か
っ
た
事
が
東 

昌
寺
遺
跡
の
認
識
を 

普
及
さ
せ
な
か
っ
た 

原
因
で
あ
ろ
う
。 
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③ 

そ
の
他
の
遺
物 

 
第
56
図
１
～
３
に
示
す
遺
物
で
あ
る
。
１
は
六
・
八
×
四
・
二
×

二
・
六
㌢
の
砂
岩
製
叩
石
で
、
縄
文
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
は
格
子
ふ
う
の
叩
目
を
有
す
る
須
恵
器
甕
の
破
片
で
あ
る
。
３

は
径
七
・
四
㌢
の
素
文
青
銅
鏡
で
あ
る
。
縁
は
三
角
縁
に
類
す
る

も
の
で
、
素
鈕
で
あ
る
が
、
紐
穴
は
無
い
。
外
区
と
内
区
の
境
目

付
近
に
、
二
孔
を
有
し
懸
垂
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い

る
。
祠
の
神
体
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
に
、
成
川

式
土
器
の
出
土
も
見
ら
れ
る
。 

 

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
東
昌
寺
遺
跡
は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た

環
境
の
た
め
に
、
極
め
て
早
い
縄
文
早
期
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
連
続

し
て
縄
文
晩
期
、
弥
生
前
期
と
人
々
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
き

た
。
と
く
に
弥
生
文
化
が
発
生
と
同
時
に
、
こ
の
谷
間
の
奥
地
に

ま
で
波
及
し
て
い
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
本
遺
跡
の
重
要
性

が
見
直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。(

文
献 

川
上
四
郎
「
東
昌
寺
遺
跡

発
掘
報
告
」
鹿
児
島
県
考
古
学
会
紀
要
第
二
号) 

山
方
遺
跡 

 

直
木
山
方
五
二
三
五
番
地
。
東
昌
寺
遺
跡
の
北
、
川
を
挟
ん
で

対
岸
の
山
裾
に
あ
る
。
宅
地
の
う
ら
て
断
崖
に
、
遺
物
包
含
層
が

露
呈
し
て
い
る
。
崖
面
は
お
よ
そ
高
さ
三
・
五
㍍
あ
り
、
地
表
面

か
ら
お
よ
そ
一
・
三
㍍
の
深
さ
に
、
厚
さ
六
〇
～
六
五
㌢
の
褐
色

の
土
層
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
遺
物
包
含
層
と
な
っ
て
い
る
。
弥
生

土
器
が
出
土
す
る
。
こ
の
他
永
田
川
の
谷
に
は
松
山
原
・
口
ノ
坪

な
ど
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。(

昭
和
三
十
七
年
、
河
野
治
雄

調
査) 

立
元
遺
跡 

 

直
木
立
元
四
九
六
四
番
地
、
東
昌
寺
遺
跡
の
南
台
地
上
に
あ

る
。
塞
ノ
神
式
土
器
・
石
鏃
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
縄
文
前
期

・
中
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
東
昌
寺
遺
跡
周
辺
の
台
地
上
に
は
、
こ

の
他
、
小
中
原
・
西
畑
ト
ド
ン
な
ど
の
縄
文
遺
跡
が
あ
っ
て
、
同

時
代
の
遺
跡
が
多
く
分
布
し
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。 

小
松
迫
遺
跡 

 

町
の
北
部
、
新
村
小
松
迫
、
県
道
沿
い
の
畑
地
で
あ
る
。
最
近
、

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
学
生
の
桑
畑
光
博
が
、
石
坂
式
土
器
の
口

縁
部
四
片
と
石
鏃
一
個
を
採
集
し
た
。
石
坂
式
は
知
覧
町
石
坂
上

遺
跡
出
土
の
土
器
を
標
式
と
す
る
型
式
で
、
縄
文
早
期
初
頭
の
土

器
で
あ
る
。
本
町
で
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
の
中
で
は
、

も
っ
と
も
古
い
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
本
町
の
歴

史
が
一
挙
に
縄
文
早
期
初
頭
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
谷
川

上
流
地
域
に
は
、
小
松
迫
遺
跡
の
周
辺
に
、
幾
つ
か
の
遺
跡
の
存

在
が
推
定
さ
れ
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
遺
跡
群
・
永
田
川
上
流
遺
跡

群
と
共
に
、
石
谷
川
上
流
遺
跡
群
が
第
三
の
遺
跡
群
と
し
て
登
場

す
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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黒
川
洞
穴
遺
跡 

 
吹
上
町
永
吉
砂
走
、
本
町
南
部
の
田
頭
に
源
を
発
す
る
二
俣
川

の
右
岸
、
山
麓
二
合
目
程
の
と
こ
ろ
に
開
口
し
た
洞
穴
遺
跡
で
あ

る
。
昭
和
二
十
七
・
三
十
九
・
四
十
・
四
十
二
年
の
四
次
に
わ
た

る
発
掘
調
査
を
、
筆
者
ら
が
行
っ
た
。 

 

洞
穴
は
大
小
二
個
が
隣
接
し
て
お
り
、
西
側
の
大
洞
穴
は
、
入

口
の
幅
は
一
三
・
三
㍍
、
高
さ
六
㍍
、
奥
行
き
は
不
明
で
、
入
口

付
近
に
黒
川
神
社
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
東
側
の
小
洞
穴
は

入
口
の
幅
は
一
一
㍍
、
高
さ
四
・
三
五
㍍
、
奥
行
き
は
八
・
四
㍍

で
、
平
面
は
馬
蹄
形
で
あ
る
。
第
一
次
か
ら
三
次
ま
で
は
小
洞

穴
、
第
四
次
は
大
洞
穴
の
発
掘
を
行
っ
た
。 

 

両
洞
穴
共
に
、
縄
文
前
期
か
ら
弥
生
中
期
に
至
る
遺
跡
で
、
縄

文
で
は
前
期
の
轟
Ⅱ
式
・
曽
畑
式
、
中
期
の
阿
高
式
、
後
期
の
南

福
寺
式
・
指
宿
式
・
市
来
式
・
西
平
式
、
晩
期
の
黒
川
式
な
ど
を

出
土
し
、
弥
生
で
は
、
前
期
・
中
期
の
土
器
を
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
黒
川
式
は
、
九
州
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
縄
文
晩
期
の

土
器
型
式
で
、
従
っ
て
黒
川
洞
穴
は
、
同
じ
く
最
初
の
遺
跡
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

土
器
以
外
の
遺
物
に
は
、
石
器
と
し
て
は
、
石
斧
・
石
鏃
・
石

匙
・
叩
石
・
石
皿
・
軟
玉
製
垂
飾
の
外
、
土
器
の
塗
料
に
用
い
た

酸
化
鉄
の
塊
が
出
土
し
、
骨
角
牙
貝
製
品
で
は
、
貝
輪
・
巻
貝
製

垂
飾
・
骨
製
笄
・
動
物
の
歯
で
作
っ
た
垂
飾
・
骨
篦
な
ど
豊
富
な
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出
土
が
見
ら
れ
た
。 

 
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
黒
川
式
の
粗
製
鉢
形
土
器
の
内
面
と

外
面
に
線
刻
画
を
描
い
た
も
の
が
あ
り
、
内
面
に
は
人
が
手
を
ひ

ろ
げ
て
立
っ
て
い
る
様
子
、
外
面
に
は
冊
と
思
わ
れ
る
も
の
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
狩
猟
に
で
も
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

遺
構
は
東
側
の
小
洞
穴
に
よ
く
遺
さ
れ
て
お
り
、
深
部
に
轟
Ⅱ

式
の
炉
址
が
あ
り
、
上
面
に
は
、
晩
期
の
遺
構
が
あ
り
、
真
ん
中

に
は
立
石
を
も
っ
た
土
壙
墓
、
周
辺
に
は
貝
類
・
動
物
骨
な
ど
を

入
れ
た
土
壙
が
一
五
基
発
見
さ
れ
た
。 

 

自
然
遺
物
と
し
て
は
、
貝
類
の
外
に
、
動
物
骨
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
哺
乳
類
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
カ
モ
シ
カ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
・
オ
オ
カ
ミ
・
イ
ヌ
・
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
・
テ
ン
・
イ
タ
チ

・
ノ
ウ
サ
ギ
・
ム
サ
サ
ビ
・
モ
グ
ラ
・
サ
ル
の
一
四
種
類
が
あ

り
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
が
全
体
の
八
五
・
六
㌫
を
し
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
で
、
オ
オ
カ
ミ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
カ
モ
シ
カ
は
現
在

鹿
児
島
県
下
に
は
生
息
し
な
い
と
い
う
。 

 

哺
乳
類
以
外
で
は
キ
ジ
・
ガ
ン
・
カ
モ
・
ハ
ト
・
ワ
シ
タ
カ
な

ど
の
鳥
類
、
サ
メ
・
マ
ダ
イ
・
ク
ロ
ダ
イ
・
フ
ナ
な
ど
の
魚
類
の

他
カ
メ
・
カ
エ
ル
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
量
は
少
な

い
。 


